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地方消費税交付金
8億8,775万円（2.1%）

地方譲与税
4億225万円（0.9%）

その他
3億8,694万円（0.8%）

労働費
2億1,792万円（0.5%）

歳入歳出

自主財源
（33.8%）

依存財源
（66.2%）

市税
98億9,106万円
（23.1%）

諸収入
19億8,513万円（4.6%）

使用料および手数料
11億1,502万円（2.6%）

繰入金
6億6,723万円（1.5%）

分担金および負担金
6億2,097万円（1.5%）

その他
2億265万円（0.5%）

地方交付税
175億円（40.8%）

市債
35億8,670万円
（8.4%）

国庫支出金
30億9,940万円
（7.2%）

県支出金
25億4,700万円
（6.0%）

民生費
101億9,417万円
（23.8%）

公債費
77億4,388万円
（18.1%）

土木費
63億1,548万円
（14.8%）

総務費
48億2,688万円
（11.2%）

衛生費
44億609万円（10.2%）

教育費
43億1,851万円（10.2%）

農林水産業費
16億5,233万円（3.8%）

消防費
14億7,063万円（3.4%）

商工費
13億4,192万円（3.1%）

議会費
2億5,279万円（0.6%）

災害復旧費
1,150万円（0.0%）

予備費
1,000万円（0.0%）

諸支出金
1億3,000万円（0.3%）

一
般
会
計
は

4
2
8
億
9
、2
1
0
万
円

　

平
成
22
年
度
の
予
算（
表
1
参

照
）は
、一
般
、特
別
、企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
13
会
計
の
総
額
が

7
2
3
億
4
、0
5
4
万
円
、前
年

度
と
比
べ
3
・
5
%
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
の
予
算

額
は
、4
2
8
億
9
、2
1
0
万
円

で
、前
年
度
と
比
べ
3
・
4
%
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、地
域
と
市
民

の
生
活
を
守
る
た
め
、き
め
細
か

な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
下
に
お
け
る
経
済
活
性

化
を
目
指
す
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、行
政
改
革
の
実
施
で
、民

間
活
力
の
導
入
や
補
助
金
改
革
な

ど
に
よ
り
、5
億
円
の
効
果
額
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

市
債
残
高
は

1
、3
8
1
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備（
道

路
・
学
校
な
ど
の
整
備
）に
活
用
し

ま
す
。ま
た
、市
債
に
は
、将
来
的

に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
方
に

予
算
の
概
要

も
返
済
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
い

う
、世
代
間
の
公
平
を
図
る
大
切

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
末
の
市
債
残
高

（
表
2
参
照
）は
、一
般
会
計
分
が

6
0
8
億
円
で
、前
年
度
と
比
べ

4
・
8
%
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
特
別
・
企
業
の
す
べ
て
の

会
計
を
合
わ
せ
た
全
市
債
残
高
は
、

1
、3
8
0
億
9
、1
6
1
万
円
、

前
年
度
と
比
べ
4
・
1
%
減
と
な

る
見
込
み
で
、市
民
1
人
当
た
り

〔
平
成
22
年
2
月
1
日
現
在
人
口

（
住
民
基
本
台
帳
+
外
国
人
登
録

総
数
）8 

9
、5
4
9
人
〕

に
す
る
と
約
1
5
4
万

円
に
な
り
ま
す
。

市
税
は
2
・
3
%
減

地
方
交
付
税
は
3
・
6
%
増

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

一
般
会
計
・
歳
入

　平成22年度予算は、「不可能への挑戦」を合言葉に、「豊岡エコバレー」と「大交流」の実現により、
人口減少下における経済活性化を目指す予算として編成しました。皆さんが納める税金や国・県
からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用されるのかを紹介します。なお、この
予算案は、豊岡市議会3月定例会で審議されています。

《問合せ》財政課☎21-9014

平成22年度豊岡市予算案
〜人口減少下における経済活性化を目指す予算〜

13会計 総額で723億円

（表２）
会　計 市債残高
一　般 608億円
特　別 3億円
企　業 770億円
合　計 1,381億円

市民1人当たり 154万円
（平成22年度末見込み）

市債残高

（表１）
区　　分 予　算　額 前年度比

一般会計 428億9,210万円 △3.4%
特別会計 171億1,091万円 +2.4%

国民健康保険事業（事業勘定） 88億5,727万円 +0.6%
国民健康保険事業（直診勘定） 7,498万円 +0.9%
老人保健医療事業 1,006万円 +36.8%
後期高齢者医療事業 8億8,620万円 +4.4%
介護保険事業 68億6,317万円 +2.5%
診療所事業 1億7,694万円 +4.4%
墓地公園事業 1億7,034万円 +780.7%
宅地事業 6,970万円 △22.9%
管理会財産区 225万円 △11.8%

企業会計 123億3,753万円 △11.2%
水道事業 36億5,645万円 △20.0%
下水道事業 84億7,637万円 △6.9%
農業共済事業 2億  471万円 △0.8%

合　　　計 723億4,054万円 △3.5%

一般会計・目的別予算の内訳 会計別予算一覧
（グラフ１）
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地方消費税交付金
8億8,775万円（2.1%）

地方譲与税
4億225万円（0.9%）

その他
3億8,694万円（0.8%）

労働費
2億1,792万円（0.5%）

歳入歳出

自主財源
（33.8%）

依存財源
（66.2%）

市税
98億9,106万円
（23.1%）

諸収入
19億8,513万円（4.6%）

使用料および手数料
11億1,502万円（2.6%）

繰入金
6億6,723万円（1.5%）

分担金および負担金
6億2,097万円（1.5%）

その他
2億265万円（0.5%）

地方交付税
175億円（40.8%）

市債
35億8,670万円
（8.4%）

国庫支出金
30億9,940万円
（7.2%）

県支出金
25億4,700万円
（6.0%）

民生費
101億9,417万円
（23.8%）

公債費
77億4,388万円
（18.1%）

土木費
63億1,548万円
（14.8%）

総務費
48億2,688万円
（11.2%）

衛生費
44億609万円（10.2%）

教育費
43億1,851万円（10.2%）

農林水産業費
16億5,233万円（3.8%）

消防費
14億7,063万円（3.4%）

商工費
13億4,192万円（3.1%）

議会費
2億5,279万円（0.6%）

災害復旧費
1,150万円（0.0%）

予備費
1,000万円（0.0%）

諸支出金
1億3,000万円（0.3%）

付
税
、国
県
支
出
金
、市
債
な
ど
が

歳
入
の
66
・
2
%
を
占
め
る
極
め

て
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
1
参
照
）で
、最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小
限

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）は
、

1
7
5
億
円
で
、全
体
の
40
・
8
%

を
占
め
て
お
り
、前
年
度
と
比
べ

3
・
6
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、経
済
雇
用
情
勢
の
悪
化
に

よ
る
税
の
減
収
を
補
て
ん
す
る
た

め
、地
方
交
付
税
が
大
幅
に
増
額

さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、自
主
財
源
の
柱
で
あ
る

市
税
は
、98
億
9
、1
0
6
万
円
、

歳
入
全
体
の
23
・
1
%
で
す
が
、法

人
市
民
税
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
と
比
べ
2
・
3
%
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、施
設
整
備
な
ど
を
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
市
債
を

35
億
8
、6
7
0
万
円
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、前
年
度
と
比
べ
30
・

9
%
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
22
年
度

末
の
基
金
の
残
高（
表

3
参
照
）は
、財
政
調

整
基
金
な
ど
す
べ
て
の

基
金
を
合
わ
せ
る
と
、

1
3
1
億
9
、9
9
9
万
円
、前
年

度
と
比
べ
0
・
2
%
増
と
な
る
見

込
み
で
、市
民
1
人
当
た
り
に
す

る
と
約
15
万
円
に
な
り
ま
す
。

民
生
費
に

1
0
1
億
9
、4
1
7
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳（
グ

ラ
フ
2
参
照
）で
、最
も
多
い
も

の
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

充
実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
で
、

1
0
1
億
9
、4
1
7
万
円
、全

体
の
23
・
8
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
借
入
金
返
済
に
充
て
る

公
債
費
が
77
億
4
、3
8
8
万
円

で
18
・
1
%
、土
木
費
が
63
億
1
、

5
4
8
万
円
で
14
・
8
%
と
、高
い

数
値
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」と

「
大
交
流
」の
2
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
関
連
す
る
予
算
は
、総
額

22
億
8
、1
7
6
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別

に
見
て
み
る
と（
グ

ラ
フ
3
参
照
）、人

件
費
は
88
億
1
、5
3
3
万
円
、前

年
度
と
比
べ
1
・
8
%
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、1
2
9
億
9
、

8
3
2
万
円
、前
年
度
と
比
べ
5
・

2
%
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、「
子
ど
も
手
当
」の
創
設

に
よ
る
扶
助
費
の
増
額
が
大
き
な

要
因
で
す
。

　

ま
た
、投
資
的
経
費
は
39
億
7
、

1
0
1
万
円
、前
年
度
と
比
べ
30
・

7
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
22
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
※
注
1
）は
87
・
8
%
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

財
政
の
健
全
度
を
示
す

実
質
公
債
費
比
率（
※
注

2
）は
20
・
7
%
と
な
り
、

国
の
定
め
る
水
準
の
18
％
を
上
回

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

※
注
1
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

標※
注
2
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標

一
般
会
計
・
歳
出

（表３）
基　金 基金残高

財政調整 35億円
特定目的 85億円
定額運用 3億円
特別会計 9億円
合　計 132億円

市民1人当たり 15万円
（平成22年度末見込み）

基金残高

一般会計・歳出の性質別内訳

人件費（20.5%） …………88億1,533万円
　市長、議員、職員などの給料や諸手当など

義務的経費（30.3%） ……129億9,832万円
　扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、
　任意に削減できない経費

投資的経費（9.2%） ………39億7,101万円
　道路、公園、その他施設の建設などの整備に
　要する経費

一般行政経費（40.0%） …170億9,744万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への
　繰出金などの経費

その他（0.0%） …………………1,000万円
　予備費

（グラフ２）（グラフ３）
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平成22年度　豊岡市予算案

□
円
山
川
沿
線
内
水
対
策
の
解
析　
　

 　

1
、5
0
0
万
円

　

円
山
川
沿
線
で
新
た
な
内
水
が
生
じ
る
箇
所
の
調
査
分
析

を
行
い
、今
後
の
内
水
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

□
民
間
住
宅
耐
震
改
修
の
促
進　
　
　
　

 

1
、0
6
6
万
円

　

簡
易
耐
震
診
断
の
無
料
化
と
住
宅
耐
震
改
修
工
事
に
対
す

る
助
成
制
度
を
設
け
ま
す
。

□
市
民
へ
の
防
災
情
報
の
発
信　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

　

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
定
期
的
に
防
災
情
報
の
放
送
を
実

施
す
る
ほ
か
、防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
の
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。

□
消
費
者
行
政
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
2
9
万
円

　

但
馬
3
市
2
町
で「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
設

置
す
る
ほ
か
、相
談
窓
口
の
強
化
や
相
談
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

□
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
豊
岡
の
推
進　
　
　
　
　

34
万
円

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス（
健
幸
、安
心
）を
健
康
政
策
の
中
核
に
置
き
、

市
民
が
気
軽
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
に
参
加
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
自
殺
予
防
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
万
円

　

自
殺
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
連
絡
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、心
の

健
康
づ
く
り
講
演
会
の
開
催
や
心
の
ケ
ア
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
実
践
モ
デ
ル
地
区
事
業
プ
ラ

　

ン
の
策
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

46
万
円

　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
と
豊
岡
駅
周
辺
地
区
を
中
心
と
し
た
モ

デ
ル
地
区
内
で
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
を
提
案
す
る
事
業
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

□
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成　
　
　
　
　
　
　
　

1
8
4
万
円

　

小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
、入
院
時
の
医
療
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

□
第
2
次
霊
園
の
整
備　
　
　
　
　

 
2
億
1
、2
2
0
万
円

　

第
2
次
霊
園（
霊
園
、公
園
、市
道
）の
整
備
の
ほ
か
、上
水

敷
設
の
詳
細
設
計
や
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
行
い
ま
す
。（
23
年

度
）

□
無
料
職
業
相
談
・
紹
介
所
の
設
置　
　
　
　

 
2
7
6
万
円

　

高
齢
者
職
業
相
談
室
の
廃
止
に
伴
い
、対
象
者
を
拡
大
し
、

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
、職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

□
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
整
備　

 

2
億
1
3
8
万
円

　

北
但
行
政
事
務
組
合
が
実
施
す
る
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理

施
設
建
設
の
用
地
買
収
・
水
源
調
査
な
ど
に
対
す
る
豊
岡
市

分
の
負
担
と
、関
係
区
の
地
域
振
興
計
画
関
連
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

□
自
然
生
態
系
保
全
へ
の
取
組
み　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
湿
地
登
録
を
目
指
す
円
山
川
下
流

域
で
、特
定
外
来
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
対
象

に
駆
除
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
の
開
催　

 

6
1
7
万
円

　

県
と
共
催
で
、第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
を

開
催
し
、豊
岡
か
ら
国
内
外
へ
成
果
を
発
信
し
ま
す
。

□
国
際
生
物
多
様
性
年
関
連
事
業　
　
　
　
　

4
3
7
万
円

　

2
0
1
0
年
は
、国
連
が
定
め
る「
国
際
生
物
多
様
性
年
」

で
、国
際
会
議
へ
の
参
加
や
生
物
多
様
性
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
市
内
外
で
開
催
し
、豊
岡
の
取
組
み
を
発
信
し
ま
す
。

□
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進　
　

 

3
億
3
、7
1
2
万
円

　

木
質
チ
ッ
プ
・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
、小

中
学
校
や
公
共
施
設
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
や
、

温
浴
施
設
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

□
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
普
及
啓
発（
経
済
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

1
0
1
万
円

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
内
に
整
備
し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス

（
環
境
共
生
型
住
宅
）を
拠
点
に
、市
民
や
事
業
者
を
対
象
に

勉
強
会
や
講
座
を
開
催
し
、普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

□
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業（
経
済
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

2
5
5
万
円

　

J
R
豊
岡
駅
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る

た
め
、活
性
化
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、住
民
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
、活
性
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

□
企
業
誘
致
の
推
進（
経
済
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
、5
1
6
万
円

　

企
業
誘
致
課
を
設
置
し
、新
規
企
業
立
地
情
報
収
集
や
既

▲内水対策の解析や特定外来種の駆
除などの事業を進める円山川

▲ウェルストーク豊岡を拠点にス
マートウェルネス豊岡の推進

　総合計画に定める多くの施策の実現のために、行政改革な
どによって生み出した限りある貴重な財源を防災・福祉・環
境・商工・観光・教育など各分野にわたり、その礎

いしずえ

を構築します。
　なお、22年度に計画している事業・施策のうち、新規事業を
中心に紹介します。

※文末（年度）…完成予定年度

平成22年度の
主な事業

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

持
続
可
能
な「
力
」を
高
め
る
ま
ち
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指
定
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
活
動
助
成
を
行
う
ほ
か
、元

回（
元
気
回
復
）集
落
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□（
仮
称
）い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

　

制
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
万
円

　

水
害
で
失
わ
れ
た
命
、東
井
義
雄「
い
の
ち
の
教
育
」の
広

が
り
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
な
ど
、豊
岡
が
積
み
重
ね
て

き
た
経
験
に
よ
り
得
た
理
念
を「（
仮
称
）い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」と
し
て
制
定
し
ま
す
。

□
図
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備　
　
　
　

 

4
、8
7
3
万
円

　

図
書
館
出
石
分
館
を
出
石
総
合
支
所
に
移
転
し
、図
書

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。

□
地
区
公
民
館
の
整
備　
　
　
　
　

 

2
億
4
、8
1
4
万
円

　

県
が
進
め
る
県
民
交
流
広
場
事
業
を
取
り
入
れ
、竹
野
・
八

条
・
新
田
・
国
府
・
日
高
の
各
地
区
公
民
館
を
改
修
し
、ま
た
、

小
野
地
区
公
民
館
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

□
豊
岡
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
4
種
公
認
陸
上
競
技
場
更
新
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

2
、0
0
2
万
円

　

公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て
の
公
認
期
間
満
了
に
伴
い
豊
岡

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、第
4
種
公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て
更

新
す
る
た
め
の
改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
住
民
総
参
加
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
0
の
開
催23

万
円

　

5
月
最
終
水
曜
日
に
、15
分
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
参
加
率
を
自
治
体
間
で
競
う「
住
民

総
参
加
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
0
」を
開
催
し
ま
す
。

□
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
指
針
の
策
定　
　
　
　

15
万
円

　

第
2
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、コ
ス
ト
を
意
識
し
た

行
動
指
針
を
策
定
し
ま
す
。

□
民
間
借
入
金
の
繰
上
償
還　
　
　

 

5
億
7
、8
2
8
万
円

　

市
債
管
理
基
金
を
活
用
し
、将
来
の
公
債
費
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、民
間
か
ら
の
借
入
金
の
繰
上
償
還
を
行
い
ま

す
。（
23
年
度
）

□
新
庁
舎
の
整
備　
　
　
　
　
　
　

 

3
億
6
、6
9
8
万
円

　

新
庁
舎
建
設
の
実
施
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、仮
庁

舎
へ
の
移
転
を
実
施
し
ま
す
。（
24
年
度
）

存
企
業
の
設
備
投
資
動
向
の
把
握
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

三
方
東
部
工
業
団
地
を
造
成
し
、企
業
誘
致
を
図
り
ま
す
。

□
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進　
　
　

 

1
、2
5
9
万
円

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
に
向
け
て
、市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、看
板
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、ジ
オ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

□
有
害
鳥
獣
防
除
実
証
業
務　
　
　
　
　
　
　

1
6
0
万
円

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
、竹
を
利
用
し
た

防
除
施
設（
竹
マ
ル
チ
）の
効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。

□
J
R
豊
岡
駅
前
広
場
の
整
備　
　

 

5
億
9
、0
9
8
万
円

　

J
R
豊
岡
駅
周
辺
の
交
通
結
節
点
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

駅
前
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、用
地
買
収
や
J
R
豊
岡
駅

舎
移
転
補
償
、地
盤
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。（
23
年
度
）

□
景
観
計
画
の
策
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
1
0
万
円

　

周
囲
の
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
を
継
承
し
、良
好
な

景
観
形
成
を
図
る
た
め
、豊
岡
市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
23
年
度
）

□
地
域
情
報
化
推
進
事
業　
　
　
　

 

1
億
4
、2
8
0
万
円

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
幹
線
）整
備
の

ほ
か
、地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
す
る
た
め
、

テ
レ
ビ
共
聴
施
設
の
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
認
定
こ
ど
も
園
導
入
に
向
け
た
整
備　

 

4
、0
0
0
万
円

　

但
東
地
域
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
の
導
入
に
向
け
、合

橋
・
高
橋
・
資
母
の
施
設
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

□
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
整
備　
　
　
　
　

 

1
、9
1
5
万
円

　

城
崎
と
出
石
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
城
崎
と
出

石
の
総
合
支
所
内
に
移
転
し
、整
備
し
ま
す
。

□
子
ど
も
手
当
の
支
給　
　
　
　
　
　
　

14
億
5
9
5
万
円

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、子
ど
も
1
人

に
つ
き
月
額
1
万
3
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

□
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
、元
回
集
落
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

1
0
4
万
円

　

小
規
模
集
落
の
活
性
化
に
向
け
て
、2
集
落
を
モ
デ
ル
に

▲子ども手当の支給や子育てセン
ターの整備（出石子育てセンター）

▲山陰海岸ジオパークの世界ジオ
パークネットワーク加盟を目指す

▲国際生物多様性年にコウノトリ未
来・国際かいぎの開催（前回の様子）

▲新庁舎建設の実施設計を行い、仮
庁舎へ移転（現市役所本庁舎）

▲ＪＲ豊岡駅舎の移転と駅前広場の
整備

▲経済成長戦略プロジェクトの実施
（豊岡市企業ガイドブック）

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち



市
政
の
動
き

　

  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

２
月
26
日
、平
成
22
年
第
１
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
誤
り
を

報
告
し
、お
詫
び
し
た
後
、提
出
議

案
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
、そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
戦
略
》

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー（
環
境
都

市
）」と「
大
交
流
」の
実
現

《
主
な
施
策
》

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

　

簡
易
耐
震
診
断
個
人
負
担
無
料

化
、耐
震
改
修
工
事
費
補
助
、生
存

空
間
確
保
の
住
宅
改
修
工
事
補
助

や
小
・
中
学
校
耐
震
化
を
進
め
、市

職
員
の
災
害
対
応
研
修
・
訓
練
や

市
民
の
知
識・判
断
能
力
を
高
め
る

施
策
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
用

資
材
の
備
蓄
や
但
馬
3
市
2
町
で

「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
設
置
し
ま
す
。

　

す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
な
ど
を

継
続
し
、女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
特
定
年
齢
者

へ
の
送
付
や「
こ
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。本
年
度

末
の
高
齢
者
職
業
相
談
室
廃
止
に

伴
い
、市
が「
無
料
職
業
相
談
・
紹

介
所
」を
開
設
し
、対
象
を
高
齢
者

の
ほ
か
、市
内
企
業
へ
の
就
職
希

望
者
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　

円
山
川
下
流
域
を
中
心
と
す
る

エ
リ
ア
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の

湿
地
登
録
を
目
指
す
取
組
み
を
強

化
し
ま
す
。ま
た
、学
術
研
究
活
動

支
援
や
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

な
ど
、大
学
連
携
を
強
め
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
事
業
を
推

進
し
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

　

国
の
地
域
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
で
、海
岸
漂
流
・
漂

着
ご
み
の
回
収・処
理
を
行
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

�

高
め
る
ま
ち

　

経
済
成
長
戦
略
を
中
心
に
、産

業
全
般
の
振
興
策
を
推
進
し
、豊

岡
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
、

誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、住
環
境
、道
路
網
の
整
備

や
空
路
・
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
の
確
保
・
充
実
、景
観
形
成
や

地
域
情
報
化
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、定
住
促
進
対
策
も
実

施
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

　

子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
を

推
進
し
、校
園
庭
の
芝
生
化
や
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
施
設
整
備
な

ど
教
育
環
境
整
備
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚

園
・
保
育
所
の
あ
り
方
計
画
」に
基

づ
き
、但
東
地
域
の
認
定
こ
ど
も

園
の
導
入
に
向
け
た
施
設
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

�

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　

今
年
も
出
石
永
楽
館
で
、歌
舞

伎
と
狂
言
の
公
演
を
行
う
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
、「
住
民
総
参
加
型

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、集
落
機
能
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、市
内
５
公
民
館
を
整

備
し
、小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
、

元げ
ん

回か
い

集
落
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施
し
、

地
域
力
再
生
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　

豊
岡
地
域
で
は
、山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
拠
点
づ
く
り
や
豊
岡

駅
前
広
場
整
備
事
業
な
ど
を
実
施

し
、豊
岡
か
ば
ん
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
確
立
や
空
き
店
舗
出
店
者
支
援

を
行
い
ま
す
。ま
た
、コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
な
ど
の
取
組
み
を
国
内

外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

城
崎
地
域
で
は
、城
崎
温
泉
と

市
内
各
地
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な

ど
の
観
光
拠
点
を
連
携
さ
せ
、滞

在
型
観
光
を
推
進
し
、「
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ
」や「
ゆ
か
た

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」の
開

催
も
支
援
し
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、自
然
を
生
か

し
た
参
加
体
験
型
・
滞
在
型
の
観

光
を
進
め
、「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」

の
確
立
を
支
援
し
、子
ど
も
の
野

生
復
帰
大
作
戦
を
行
い
、「
仲
田

光
成
記
念
豊
岡
竹
野
全
国
か
な
書

展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、神
鍋
高
原
を

ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
、「
日
本
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
１
部
リ
ー
グ
」な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
誘
致
を
行
う

と
と
も
に
、平
成
23
年
度
に
開
催

す
る「（
仮
称
）日
本
冒
険
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、出
石
永
楽
館

の
活
用
に
よ
る
文
化
の
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、図
書
館
出

石
分
館
と
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。ま
た
、平
成
23
年
度
の

「
伊
藤
清
永
生
誕
1
0
0
年
展
」の

開
催
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は
、シ
ル
ク
温
泉

「
や
ま
び
こ
」と
た
ん
た
ん
温
泉

「
福
寿
の
湯
」、農
家
民
宿
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
り
、交
流
人
増

を
図
り
、東
井
義
雄
の
教
育
普
及

に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、現
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
改
訂
の
検
討
に
入
り
ま
す
。

　

新
時
代
の
行
政
経
営
の
た
め
に
、

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
の
実
現
や
企
業

誘
致
推
進
体
制
を
強
化
し
、行
政

改
革
を
徹
底
的
に
進
め
ま
す
。

《
主
要
項
目
》

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

激
特
事
業
は
本
年
度
で
終
わ
り

ま
す
が
、八
代
排
水
機
場
、Ｋ
Ｔ
Ｒ

工
事
、鳥
居
橋
架
替
工
事
、堤
防
整

備
工
事
や
稲い
な

葉ん
ば

川が
わ

改
修
な
ど
の
事

業
は
今
後
も
進
め
ら
れ
ま
す
。

○
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
豊
岡
構
想

　

ウ
ェル
ネ
ス（
健
幸
）の
都
市
モ
デ

ル
構
築
を
目
指
し
、ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル

ネ
ス
豊
岡
構
想
を
検
討
し
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
運
営
事
業

　

4
月
に
健
康
増
進
施
設
ウ
ェ
ル

ス
ト
ー
ク
豊
岡
が
開
業
し
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
て
、５
月
に
は
休
日

急
病
診
療
所
・
健
康
福
祉
部
移
転

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入
研
究
会
発
足

　

4
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運

航
さ
れ
、地
域
医
療
が
飛
躍
的
に
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

水
道
・
下
水
道
使
用
料
の
あ
り
方

を
検
討
し
ま
す
。

○
水
道
事
業

　

佐
野
浄
水
場
は
、3
月
に
新
浄
水

場
が
竣
工
し
、運
転
管
理
は
４
月
か

ら
完
全
民
間
委
託
し
ま
す
。場
内
整

備
工
事
は
12
月
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

○
下
水
道
施
設
長
寿
命
化・統
廃
合

　

市
内
に
は
、公
共
下
水
道
、集
落

排
水
な
ど
54
の
処
理
施
設
が
あ
り
、

間
も
な
く
一
斉
に
更
新
時
期
に
な

る
た
め
、処
理
区
統
廃
合
に
よ
る
合

理
化
お
よ
び
施
設
長
寿
命
化
の
計

画
を
策
定
し
、改
築
更
新
事
業
費
や

維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

○
新
生
産
調
整

　

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

と
米
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
で
構
成

す
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
に
あ
た
り
、現
在
、市
内
各
所
で

本
事
業
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
地
域
水
田
農
業
推
進
協

議
会
事
務
局
は
、Ｊ
Ａ
か
ら
市
に

移
行
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　

国
の
昨
年
11
月
の
平
成
22
年
度
直

轄
事
業
計
画
で
は
、八
鹿
日
高
道
路
、

日
高
豊
岡
南
道
路
は
、用
地
買
収
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
と
政
党
に
事
業
の
推
進
を
強
く
訴

え
た
結
果
、両
道
路
の
用
地
買
収

が
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

Ｊ
Ｒ
は
、現
駅
舎
部
分
の
取
壊

し
に
着
手
さ
れ
、新
駅
舎
完
成
後
、

残
り
の
駅
舎
部
分
も
取
り
壊
さ
れ

ま
す
。広
場
整
備
や
交
番
新
築
な

ど
を
含
む
全
事
業
が
平
成
23
年
度

末
に
は
完
了
す
る
よ
う
進
め
ま
す
。

○
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」の

�

運
行
計
画
の
見
直
し

　

イ
ナ
カ
ー
は
、１
年
間
の
実
証
運

行
の
利
用
実
績
を
評
価
し
、次
年
度

の
運
行
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し
て

お
り
、１
便
当
た
り
１
人
を
超
え
る

利
用
が
無
く
、か
つ
、通
園
通
学
に

利
用
さ
れ
て
い
な
い
2
路
線
4
系

統
を
4
月
か
ら
路
線
廃
止
し
ま
す
。

他
の
路
線
も
、収
支
率
20
パ
ー
セ
ン

ト
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、運

行
回
数
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
景
観
計
画
策
定
に
向
け
た
取
組
み

　

将
来
に
渡
り
、良
好
な
景
観
が

保
全
・
創
造
さ
れ
、地
域
や
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、「
住
み
続
け

た
い
、住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」に
な

る
よ
う
、平
成
22
年
度
か
ら
景
観

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
ど
も
手
当

　

平
成
22
年
度
は
、中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額
１
万
3 

千
円
の
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
が
、そ
の
一
部
と
し
て
、児
童
手

当
を
支
給
す
る
仕
組
み
が
残
さ
れ
、

地
方
自
治
体
、事
業
主
も
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。対
象

の
子
ど
も
約
１
万
１
千
人
の
扶
助

費
と
し
て
、支
給
総
額
14
億
5　
9 

5
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
料
金
徴
収
の
民
間
委
託

　

４
月
以
降
、上
下
水
道
料
金
関

連
業
務
を
一
体
的
に
民
間
委
託
し

ま
す
の
で
、料
金
に
係
る
窓
口
と

し
て
、業
者
が
運
営
管
理
す
る「
豊

岡
市
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」

を
企
業
部
内
に
開
設
し
ま
す
。

○
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た

�

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
検
討

　

水
害
で
失
わ
れ
た
命
、東
井
義

雄「
い
の
ち
の
教
育
」の
広
が
り
、

人
と
生
き
も
の
と
の
共
生
な
ど
の

経
験
か
ら
豊
岡
が
到
達
し
た
理
念

を「
い
の
ち
の
共
感
」と
し
て
ま
と

め
、ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
す
る

た
め
、平
成
22
年
度
の
条
例
制
定

を
考
え
て
い
ま
す
。

○
特
別
職
の
報
酬
等
の
改
定

　

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
、市
議
会
の
議
長
は

4
パ
ー
セ
ン
ト
、副
議
長
は
2
・
8

パ
ー
セ
ン
ト
、議
員
は
1
・
1
パ
ー

セ
ン
ト
、市
長
は
3
・
4
パ
ー
セ
ン

ト
、副
市
長
は
6
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

を
減
じ
る
関
係
条
例
の
一
部
改
正

案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
組
織
の
見
直
し

　

財
政
課
に
経
営
管
理
係
を
新
設
、

防
災
課
は
防
災
係
と
消
防
係
の
２
係

と
し
ま
す
。経
済
部
は
経
済
振
興
課

と
商
工
課
を
統
合
し
て
経
済
課
と
し
、

企
業
誘
致
課
を
新
設
し
ま
す
。監
査

委
員
事
務
局・選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
は
監
査
委
員
事
務
局
と
し
て

独
立
さ
せ
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
は
総
務
課
に
置
き
ま
す
。総
合
支

所
は
基
本
的
に
地
域
振
興
課
、市
民

福
祉
課
の
2
課
体
制
と
し
ま
す
。

○
総
合
支
所
の
防
災
体
制

　

総
合
支
所
の
防
災
体
制
確
保
の

た
め
、課
参
事
を
配
置
し
、緊
急
時

に
は
、市
職
員
Ｏ
Ｂ
を
防
災
支
援

員
と
し
て
配
置
し
ま
す
。

　

本
庁
で
は
、緊
急
時
に
総
合
支

所
に
配
備
す
る
職
員
を
あ
ら
か
じ

め
指
定
し
、災
害
対
策
本
部
に
も

総
合
支
所
と
連
絡
を
取
り
合
う
職

員
を
各
２
人
、計
10
人
置
き
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設

　

基
本
設
計
を
行
い
、1
階
は
市
民

が
利
用
す
る
窓
口
部
門
、2
階
か
ら

6
階
は
執
務
ス
ペ
ー
ス
、3
階
に
市

長
室
、庁
議
室
な
ど
を
配
置
、7
階

は
正
副
議
長
室
、議
会
事
務
局
な

ど
の
議
会
ゾ
ー
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
本
庁
舎
の
1
階
は
交
流

機
能
を
持
た
せ
、2
階
は
本
会
議
場

と
し
ま
す
が
、3
階
は
建
築
基
準
法

上
の
制
約
が
あ
り
検
討
中
で
す
。

高
ま
り
ま
す
が
、医
師
が
救
急
車

に
乗
っ
て
現
場
に
駆
け
付
け
る
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
導
入
も
検
討
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
政
策
の
推
進

　

10
月
、名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

「
生
物
多
様
性
条
約
の
コＣ
ッＯ
プＰ
テ
ン10
」

直
後
に
、「
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未

来
・
国
際
か
い
ぎ
」を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他
、連
続
セ
ミ
ナ
ー「
生
き
も
の

の
多
様
性
の
保
全
と
事
業
活
動
」

を
名
古
屋
市
で
、日
本
・
韓
国
・
中

国
の「
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農

業
国
際
会
議
」を
本
市
で
開
催
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な「
国
際
生
物
多
様

性
年
」関
連
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
豊
岡
最
終
処
分
場
の
使
用
延
長

　

現
在
の
ご
み
最
終
処
分
場
の
使

用
期
限
は
、協
定
で
、今
年
10
月
ま

で
で
し
た
が
、残
容
量
に
余
裕
が

あ
る
こ
と
か
ら
、地
元
区
に
要
請

し
、使
用
を
さ
ら
に
10
年
間
延
長

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の

�

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

　

北
但
行
政
事
務
組
合
は
、平
成

25
年
度
稼
動
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

前
候
補
地
で
の
協
議
に
時
間
を
要

し
、現
候
補
地
の
用
地
取
得
に
も

時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
、平
成

28
年
度
稼
動
に
見
直
し
ま
し
た
。

○
水
道
料
金
等
の
今
後
の
方
向
性

　

公
営
企
業
審
議
会
を
設
置
し
、
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新庁舎
（低層部）

市民広場

現本庁舎

中庭
新庁舎
（低層部）

新庁舎
（高層部）

駐車場
駐車場

□配置図
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新
庁
舎
建
設
の
概
要

▽
建
設
地　

現
在
地

▽
建
築
面
積　

約
3
、3
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル

▽
延
床
面
積　

約
1
万
4
千
平
方

メ
ー
ト
ル

▽
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

▽
階
数　

地
上
7
階
建

▽
高
さ　

約
35
メ
ー
ト
ル

  

設
計
コ
ン
セ
プ
ト

○
庁
舎
と
街
並
み
・
新
庁
舎
と
現

本
庁
舎
と
の
調
和

　

約
80
年
間
親
し
ま
れ
て
き
た
現

本
庁
舎
を
中
心
に
、
今
後
も
親
し

ま
れ
、
街
並
み
に
調
和
し
た
庁
舎

と
し
ま
す
。

○
災
害
対
策
へ
の
配
慮

　

高
い
安
全
性
と
機
能
性
を
確
保

し
、
市
民
の
安
全
を
守
る
シ
ン
ボ

ル
と
し
ま
す
。

○
環
境
へ
の
配
慮

　

積
雪
や
寒
暖
の
差
が
大
き
い
気

候
を
考
慮
し
た
環
境
配
慮
技
術
を

積
極
的
に
導
入
し
ま
す
。

○
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低

減

　

コ
ス
ト
を
徹
底
的
に
検
討
し
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

  

配
置
計
画

·
現
本
庁
舎
を
、
現
位
置
よ
り
南

に
約
20
メ
ー
ト
ル
移
設
し
ま
す
。

·
現
本
庁
舎
を
中
心
に
シ
ン
メ
ト

リ
ー（
対
称
性
）を
基
本
と

し
ま
す
。

·
現
本
庁
舎
の
シ
ン
ボ
ル
性

を
高
め
る
た
め
、
新
庁
舎

低
層
部
よ
り
、
南
に
配
置

し
ま
す
。

·
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ
う

な
位
置
に
建
物
を
配
置
し

ま
す
。

·
南
側
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

活
用
で
き
る
市
民
広
場
を

配
置
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

中
庭
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、や

す
ら
ぎ
の
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

·
来
庁
手
段
に
対
応
し
た
出
入
口

を
設
け
、
北
側
に
駐
車
場
を
配

置
す
る
な
ど
、
利
便
性
を
確
保

し
ま
す
。

  

現
本
庁
舎
の
活
用

　

豊
岡
固
有
の
自
然
・
歴
史
・
伝

統
・
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
の
も
と
、
保
存

し
、
活
用
し
ま
す
。

▽
1
階　

交
流
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）と
し
て
、
市
民
広
場
と
あ

わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交

流
と
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
ま
す
。

▽
2
階　

豊
岡
市
政
の
歴
史
を
刻

む
場
と
し
て
、
議
場
と
し
ま
す
。

▽
3
階　

建
築
基
準
法
上
そ
の
ま

ま
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
現
在
、
国
や
県
な
ど
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

  

新
庁
舎
の
階
層
イ
メ
ー
ジ

▽
1
階　

来
庁
者
の
多
い
市
民
課

や
税
務
課
な
ど
市
民
生
活
部
を

配
置
し
ま
す
。

▽
2
階　

来
庁
者
の
比
較
的
多
い

経
済
部
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部

を
配
置
し
ま
す
。

▽
3
階　

市
長
・
副
市
長
室
お
よ

び
防
災
課
な
ど
、
災
害
時
に
中

枢
と
な
る
機
能
を
配
置
し
ま
す
。

▽
4
～
6
階　

基
本
と
し
て
、
仕

切
り
の
な
い
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
各

部
署
を
配
置
し
ま
す
。
南
側
を

執
務
ゾ
ー
ン
と
し
、
北
側
に
書

庫
や
会
議
室
な
ど
を
配
置
し
ま

す
。

▽
7
階　

南
側
を
議
会
ゾ
ー
ン
と

し
、
北
側
に
は
、電
気
室
、自
家

発
電
機
室
な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

～豊岡固有の自然・歴史・伝統・文化を
大切にするまちづくりの象徴として～

　市では、新庁舎建設に向けて、外観のイメージや建設位置など
をまとめた「基本設計」を作成しました。この基本設計に基づいて、
実施設計に着手します。新庁舎の完成は平成25年３月の予定です。

《問合せ》新庁舎建設推進室☎21-9020

新庁舎建設基本設計がまとまりました

▲外観イメージ



議会ゾーン 機械室

書庫・会議室ゾーン

書庫・会議室ゾーン

書庫・会議室ゾーン

執務ゾーン

市長室・庁議室等

市民サービスゾーン
待合ロビー

書庫・会議室ゾーン
市民サービスゾーン

待合ロビー
中庭市民交流ゾーン

（現本庁舎1階）
市民広場

（兼臨時駐車場）

大会議室
議場

（現本庁舎2階）
食堂・売店

駐車場

（1～7階）
来庁者用
EV・階段

1階～2階
来庁者用
階段

（1～7階）
業務用EV

（ピット～屋上）
業務用階段

1階～2階
来庁者用階段

7階

4～6階

3階

2階

1階

市民サービス
ゾーン

▶―来庁者動線
▶―職員・サービス動線
※EV…エレベーター
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自然通風・
換気

市民広場全体に
緩いこう配をつけ
バリアフリー化

ガラス面による
視覚的な広がり

ガラス面による
太陽光反射を利用

  
災
害
対
策

·
免
震
構
造
を
採

用
す
る
こ
と
で
、

地
震
時
の
振
動

を
低
減
し
ま
す
。

·「
官
庁
施
設
の

総
合
耐
震
計
画

基
準
」に
お
け

る
安
全
基
準
の

確
保
を
目
指
し

ま
す
。

·
1
階
の
フ
ロ
ア

レ
ベ
ル
を
現
状

よ
り
約
70
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
高

く
し
ま
す（
平

成
16
年
の
浸
水

レ
ベ
ル
以
上
）。

·
2
階
の
フ
ロ
ア

レ
ベ
ル
を
洪
水
想
定
浸
水
深

（
4
・
86
メ
ー
ト
ル
）よ
り
高
く

し
ま
す
。

・
機
械
類
を
浸
水
さ
せ
な
い
た
め
、

　

機
械
室
、
監
視
室（
操
作
室
）を

2
階
以
上
に
設
置
し
ま
す
。

・
電
源
を
2
ル
ー
ト
化
し
、
停
電

の
可
能
性
を
低
く
し
ま
す
。

・
自
家
発
電
装
置
を
設
置
し
、
停

電
時
の
電
源
を
確
保
し
ま
す
。

・
積
雪
荷
重
を
1
・
5
メ
ー
ト
ル

に
設
定
し
ま
す（
建
築
基
準
法

施
行
令
な
ど
に
規
定
）。

  

環
境
対
策
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　

コ
ス
ト
の
低
減

・
ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
で
外
観
を
形

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
期
の

余
分
な
日
射
を
遮
り
ま
す
。

・
高
断
熱
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、
窓

ガ
ラ
ス
か
ら
の
熱

負
荷
を
低
減
し
ま

す
。

・
自
然
採
光
や
自
然

通
気
を
活
用
し
ま

す
。

・
太
陽
光
、
地
熱
お

よ
び
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
す
。

・
設
備
シ
ス
テ
ム
は
、

高
効
率
な
も
の
と

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図

り
ま
す
。

  

仮
庁
舎
移
転

○
仮
庁
舎
の
計
画

　

で
き
る
限
り
経
費
を
抑
え
る
た

め
、
基
本
的
に
市
有
の
施
設
や
貸

館
を
活
用
し
、
改
修
経
費
が
必
要

な
場
合
も
最
小
限
と
な
る
よ
う
計

画
し
ま
し
た
。

○
仮
庁
舎
建
物

　

豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
、北
庁
舎
、南
庁
舎
、南
庁

舎
別
館
、
東
庁
舎
別
館
な
ど

○
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修

・
第
1
回
引
越
し（
8
月
ご
ろ
）

・
南
庁
舎
、
北
庁
舎
な
ど
改
修

・
第
2
回
引
越
し（
12
月
〜
1
月
）

※
各
課
の
配
置
な
ど
の
詳
細
は
、

6
月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

  

概
算
事
業
費

区　分 金　額

建設工事

新庁舎
新築 47億7,015万円
免震・杭

く い

基礎・地盤改良など 7億6,020万円

現本庁舎 曳
ひ き

家
や

移転・改修 3億3,768万円
免震・杭基礎・地盤改良など 2億1,567万円

仮庁舎改修など 1億  500万円
解体撤去・駐車場（平面）・外構 3億5,700万円

設計監理
業務など

基本構想・基本計画など 2,802万円
基本設計・実施設計・工事監理 3億1,470万円

その他 関連諸費 1億1,701万円
合　計 70億  543万円

  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年度 内容

平成22年度
仮庁舎へ移転
実施設計完了
建築工事着手

平成23年度 建築工事

平成24年度 建築工事完了

平成25年度 新庁舎へ移転
外構工事

※金額は、決算額、予算額、事業計画などによるもので、備品購入費などは含んでいません。
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記
念
講
演
会「
命
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」

中
貝
市
長

第7回 東井義雄賞「いのちのことば」の
　　　　入賞作品発表会・記念講演会を

　　　開催しました

　

私
は
、
昼
休
み
に
円
山
川
の
堤

防
を
歩
い
て
い
ま
す
。
山
々
が
取

り
囲
ん
で
お
り
、こ
の
山
々
は
、大

昔
か
ら
人
や
生
き
も
の
が
生
ま
れ

て
は
死
ぬ
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と

見
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
、

ふ
っ
と
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

豊
岡
は
、
そ
の
永
い
命
を
持
つ
も

の
を
大
切
に
し
、
こ
の
地
で
穏
や

か
な
人
生
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
、

豊
岡
は
1
市
5
町
が
1
つ
に
な
っ

て
で
き
た
ま
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ち
に
は
、「
命
へ
の
共
感
」と
い

う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
水
害
で
失
わ
れ
た
命
、

東
井
義
雄「
い
の
ち
の
教
育
」、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
し
て
き

た
ま
ち
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
歩
み
、経
験
を「
命
へ
の
共

感
」と
い
う
言
葉
の
も
と
に
ま
と

め
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
豊
岡
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
に
据
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
、
平
成
22
年

度
に
「（
仮
称
）い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を

制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
が
、
人
生
、
命
と
い
う

こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
死
と
い
う

も
の
に
初
め
て
対た
い

峙じ

し
た
の
は
、

祖
父
が
亡
く
な
っ
た
大
学
生
の
と

き
で
し
た
。
彼
の
人
生
は
彼
の
も

の
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
誰
の
も
の

で
も
な
い
と
い
う
、
そ
の
当
た
り

前
の
事
実
に
心
を
衝つ

か
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
人
々
の
命
、
他
の
人
々

の
人
生
を
尊
重
せ
よ
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
に
突
き
付
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

植
村
直
己
冒
険
賞
の
話
で
す
。

歴
代
の
冒
険
者
た
ち
は
、
冒
険
に

臨の
ぞ

む
に
あ
た
っ
て
大
切
な
こ
と
は

「
1
歩
ず
つ
1
歩
ず
つ
」と
言
わ
れ

ま
す
。
着
実
に
歩
い
て
い
く
こ
と

で
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
人
生
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま

す
。
こ
の
冒
険
賞
は
、
命
や
人
生

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲自身の体験談も交え、講
演する中貝市長

　2月27日、第7回東井義雄賞「いのちのことば」入賞作品発表会・記念講演会を但東町出
合の但東市民センターホールで開催しました。
　この賞は、いのちの教育を探求し続けた日本を代表する偉大な教育者・東井義雄さん（但
東町佐々木出身)の遺徳を顕彰し、その理念を後世に伝えるために創設したものです。
　今回は、「いのちに目覚めさせられたあの一言」をテーマに募集したところ、全国各地か
ら932編の作品を応募いただきました。
　発表会当日は、最優秀作品の東井義雄賞5編を含む入賞作品100編（秀作10編、特別賞10編、
佳作75編)を発表し、対象者に中貝市長から賞状や記念品などを贈りました。
　また、式典終了後の記念講演会では、中貝市長が「命への共感に満ちたまちづくり」と題し、
講演しました。
　なお、同賞の募集は、今回で終了します。来年度以降は、東井義雄さんに関する教育フォ
ーラムの開催など、「いのちの教育」を進めます。

《問合せ》教育委員会但東分室☎21-9036

▲東井義雄賞の受賞作品を披露する受賞者の山脇麗香さん
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渡
辺
わ
か
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
・
26
歳
）

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

26
歳
、
女
。
事
務
職
、
恋
人
な
し
、
転
職
1
回
、

給
与
19
万
、
都
内
一
人
暮
ら
し
。
夢
は
、
子
ど

も
に
喜
ば
れ
る
童
話
を
書
く
こ
と
。

　

こ
れ
が
い
ま
の
わ
た
し
で
す
。
大
学
を
出
て

有
名
な
企
業
へ
就
職
し
た
も
の
の
、
仕
事
も
環

境
も
合
わ
ず
毎
日
吐
い
て
泣
い
て
ば
か
り
で
し

た
。
そ
れ
で
も
収
入
は
い
い
し
安
定
し
て
い
る

し
プ
ラ
イ
ド
も
あ
る
し
、
と
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
が
、
あ
る
日
色
々
な
も
の
が
い
と
も
簡
単
に

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
の
自
分
は
ハ
イ

ヒ
ー
ル
も
ス
ー
ツ
も
好
き
で
は
な
い
、
と
気
づ

い
た
の
は
父
親
か
ら
の
こ
の
言
葉
で
す
。
見
て

い
て
よ
ほ
ど
痛
ま
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
生
は
一
度
き
り
で
す
。
ど
ん
な
自
分
で
あ

り
た
い
か
、
ど
ん
な
風ふ
う

に
生
き
て
死
に
た
い
か
、

ど
う
い
う
人
間
で
あ
り
た
い
の
か
。
後
悔
の
な

い
生
き
方
を
選
択
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横
地
里
加
子
さ
ん（
京
都
女
子
大
学
・
20
歳
）

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
は
現
在
、
大
学
の
寮
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
で
作
ら
れ
た
、
あ
や

め
の
置
き
物
が
寮
に
届
い
た
の
で

す
。
そ
れ
を
見
て
、寮
監
先
生
は
、

私
に
、
か
つ
て
寮
に
住
ん
で
い
た

岸
さ
ん
の
話
を
語
っ
て
下く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

岸
さ
ん
は
私
が
入
寮
す
る
2
年
前
に
入
寮
し

て
き
た
先
輩
で
、
彼
女
は
病
気
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
自
ら
家
元
を
離
れ
、
入
寮
を
希
望

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
寮
で
の
岸
さ
ん
は
、
決

し
て
人
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
全す
べ

て
自
分
で
や

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
車
い
す
で
あ
り
な
が
ら
、

特
別
扱
い
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
他
の
寮
生
と

同
じ
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
岸
さ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
時
病
状
が
悪
化
し
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡
く
な
る
前
に

病
院
で
岸
さ
ん
は
毎
日
日
記
を
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
書
か
れ
て
い
た
の
が
こ
の
一
言

で
す
。
日
に
日
に
弱
っ
て
い
く
こ
と
が
実
感

で
き
る
の
に
も
負
け
ず
、
毎
日
一
生
懸
命
生

き
て
い
た
よ
う
で
す
。
岸
さ
ん
の
話
は
寮
で
、

又ま
た

、
京
都
女
子
大
学
で
も
語
り
つ
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
欲ほ

し
い
で
す
。

山
脇
麗
香
さ
ん（
山
口
県
山
口
市
・
30
歳
）

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

病
気
に
か
か
り
、
4
日
間
点
滴
を
う
け
食
事

を
と
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
5
歳
の
娘
。

　

回
復
に
む
か
っ
た
5
日
目
に
、
や
っ
と
食
事

の
匂
い
に
反
応
し
、
食
べ
た
い
と
い
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
食
事
を
少
し
口
に
し
た
娘
に
、

ほ
っ
と
し
て「
お
母
さ
ん
も
お
腹
す
い
て
き
た

よ
。」と
言
っ
た
と
き
の
娘
の
言
葉
で
す
。
お
腹

が
す
く
と
い
う
こ
と
、健
康
が
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
た
う
ぬ
ぼ
れ
に
反
省
し
ま
し
た
。

山
本
花
梨
さ
ん（
芦
屋
市
・
24
歳
）

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
足
に
障
害

を
負
っ
て
い
る
た
め
、
体
育
の
授

業
が
と
に
か
く
苦
痛
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
と
違

う
、
私
だ
け
出で

来き

な
い
、
と
い
う
現
実
を
目
の

当
た
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
だ
。
体
育

の
時
間
に
な
る
と
、
日ひ

頃ご
ろ

と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
内
向
的
に
な
っ
て
し
ま
う
私
を
気
に
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
中
学
1
年
生
の
、
恐

ら
く
5
回
目
か
、
6
回
目
の
授
業
の
後
の
こ
と
。

担
任
で
も
あ
っ
た
50
代
後
半
の
、
普
段
は
怒
鳴

り
声
し
か
上
げ
な
い
、
い
か
つ
い
体
育
の
先
生

が
、
包
み
込
む
よ
う
な
笑
顔
と
共
に
、
体
育
館

の
隅
で
、
私
に
か
け
て
く
れ
た
生
涯
忘
れ
得
な

い
励
ま
し
の
言
葉
で
あ
る
。
先
生
へ
の
警
戒
心
、

恐
怖
心
が
消
失
す
る
と
同
時
に
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
る
こ
と
に
対
す
る
自
信
が
芽
生
え

た
の
は
、
こ
の
言
葉
の
お
陰か
げ

で
あ
る
。

奥
田
益
也
さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
・
65
歳
）

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

小
学
3
年
生
か
4
年
生
の
頃こ
ろ

、
祖
母
か
ら
鹿

児
島
弁
で
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
一
体
な
ん

の
こ
と
や
ら
幼
い
心
に
は
、
ま
る
で
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
言
葉
が
ジ
ワ
リ
と
蘇
よ
み
が
え

っ
て

き
た
の
は
、
ず
っ
と
後
の
自
分
の
子こ

供ど
も

た
ち
が

成
長
す
る
に
連
れ
て
で
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
辞
め
自
営
業
と
し
て
独
立
後
、
ま
ま
な
ら
ぬ

経
営
と
暮
ら
し
の
貧
し
さ
に
悩
み
、
幼
い
子
供

の
寝
顔
さ
え
不ふ

憫び
ん

に
感
じ
ら
れ
、
溜た
め

息い
き

ま
じ
り

に“
こ
の
子
も
俺
の
子
に
生
ま
れ
な
け
れ
ば
…
”

と
呟
い
た
と
き
、
祖
母
の
言
葉
が
遠
い
記
憶
か

ら
蘇
り
、“
い
や
、
こ
の
子
は
俺
を
親
に
選
ん

で
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
ん
だ
”
と
思
い
直
し

て
い
ま
し
た
。

　

親
子
の
絆き
ず
な

を
深
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
空

回
り
し
た
り
、
他
人
の
よ
う
な
冷
め
た
視
線
を

向
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た

び
に
祖
母
の
言
葉
を
反は
ん

芻す
う

し
て
き
ま
し
た
。
孫

の
い
る
身
に
な
っ
た
今
、
祖
母
の
言
葉
が
し
み

じ
み
と
心
に
響
い
て
き
て
い
ま
す
。

語
る
た
め
の
人
生
じ
ゃ
な
い
、
生
き

る
た
め
の
人
生
だ

私
は
幸
せ
で
し
た
。
一
生
懸
命
生
き

ま
し
た
。

お
腹
が
す
く
っ
て
、
幸
せ
な
こ
と
だ
っ

た
ん
だ
ね
。
お
母
さ
ん
、
今
日
の
ご

飯
は
美
味
し
い
ね
。

君
に
は
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。
で

も
、
出
来
な
い
こ
と
の
何
倍
も
、
人

よ
り
気
付
け
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か

ら
、
胸
を
張
っ
て
い
た
ら
い
い
ん
だ
。

子
は
親
を
選
べ
ん
で
生
ま
れ
く
る
っ

て
い
う
の
は
嘘
じ
ゃ
っ
ど
。
大
事
な

命
を
与
え
て
く
れ
た
親
を
選
ば
ん
で

生
ま
れ
て
く
る
は
ず
は
、
な
か
。

　

入
賞
作
品
1
0
0
編
は
、
書
籍
に
ま
と
め
、
1
冊
6
0
0
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
東
井
義
雄
記
念
館（
☎
21

-

9
0
3
6
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
い
の
ち
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
あ
の
一
言
」

東
井
義
雄
賞 

（
５
編
）（
状
況
は
原
文
の
ま
ま
表
記
し
て
い
ま
す
）



　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
て

も
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
な
い
た
め
、
普
段
、
話
を
聞
く

機
会
の
少
な
い
重
度
障
害
者
の
日

常
生
活
な
ど
を
調
査
し
、
今
後
の

相
談
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
支
援
な
ど

の
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
た
め
で

す
。

　

平
成
21
年
5
月
25
日︵
月
︶～
10

月
31
日︵
土
︶

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

︵
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
︶

①
身
体
障
害
者

手
帳
１
･
２

級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
い

ず
れ
か
を
所

持
す
る
方

②
65
歳
未
満
の
方

③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
移
動
支
援
、
日

中
一
時
支
援
な
ど
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い
方

④
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

　

生
活
状
況
、健
康
状
態
、不
安
・

悩
み
・
希
望
な
ど

◆
調
査
状
況

　

4
月
時
点
で
の
調
査
対
象
者
数

は
3
9
4
人
で
し
た
が
、
こ
の
う

ち
2
8
0
人︵
7
割
︶に
、
訪
問
ま

た
は
電
話
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
と
の
3
割

の
方
は
、
連
絡
が
つ
か
な
い
な
ど

に
よ
り
未
調
査
の
方
が
35
人
、
入

院
な
ど
を
理
由
と
し
て
調
査
対
象

か
ら
除
外
し
た
方
が
79
人
で
し
た
。

◆
結
果
分
析

　

訪
問
調
査
で
聞
き
取
っ
た
内
容

を
整
理
･
分
類
し︵
表
１
︶、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
と
豊
岡
市
障
害

者
福
祉
計
画︵
第
1
期
︶の「
施
策

の
体
系
」と
の
関
連
性
を
検
証
し

ま
し
た︵
表
2
︶。

《年代別》 《家族構成》 《障害者別内訳》

重
度
障
害
者
訪
問
調
査
事
業
の

調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
に
よ
り
、
重
度
障
害
者

の
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
24

－

7
0
3
3

目
的

期
間

対
象

内
容

状
況
・
結
果

■表１ ※〔　〕はコメント数（コメントの多い順）
グループ 主な意見

Ａ 悩み・不安なし〔56〕 　特に悩みなし。福祉について、特に希望することはない。日常生活で困るこ
とはない。

Ｂ 福祉サービスに関する不満・
希望〔55〕

　福祉サービスを充実してほしい。ヘルパーの育成と充実。タクシー券を増や
してほしい。有料道路通行料の割引をしてほしい。

Ｃ 経済的な問題・医療費〔49〕 　年金収入のみで経済的に苦しい。ローン返済が大変。医療費が上がったので
困る。年金額を上げてほしい。

Ｄ 仕事に関する希望・悩み ･
不安〔43〕

　自分に適した仕事に就きたい。年金収入が少ないので就労したい。仕事がな
いのが悩み。障害者でも働ける職場を探してほしい。

Ｅ 将来的な不安〔40〕 　家族が高齢になったときが心配。子どもの卒業後の進路が心配。

20歳未満
29人 10％

20代
12人 4％

30代
19人 7％

40代
49人 18％

2人
26％ 肢体不自由

120人 42％

腎臓機能障害
50人 18％

心臓機能障害
35人 13％

聴覚障害
19人 7％

知的障害
23人 8％

視覚障害
16人 6％

運動機能障害
10人 4％ 膀胱直腸機能障害

　　　  　1人 0％

呼吸器機能障害 6人 2％

3人
25％

4人
20％

5人以上
24％

1人 5％

50代
77人 28％

60代
94人 33％
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◆
表
１
に
つ
い
て

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
人
を
対
象
に
調
査
し
た

こ
と
も
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
経
済
的
な
不
安
が
多

く
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
仕
事
に

関
す
る
希
望
や
悩
み
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

反
面
、
特
に
悩
み
も
な
い
、
周

囲
の
人
の
支
え
に
感
謝
し
て
い
る

と
い
う
人
も
あ
り
、
今
回
実
施
し

た
訪
問
調
査
に
つ
い
て
も
、「
話

を
聞
い
て
も
ら
え
た
だ
け
で
も

良
か
っ
た
」と
感
謝
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
と
し
て
良
い
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
表
2
に
つ
い
て

　

調
査
結
果
と
関
連
性
の
高
い
施

策
と
し
て
は
、「
相
談
体
制
・
情
報

提
供
の
充
実
」、「
生
活
支
援
の
充

実
」、「
介
助
家
族
の
支
援
」が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
3
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
相
談
支
援
や
情

報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
分

析
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
さ
ら
な
る
情
報

提
供
や
相
談
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
す
べ
て
の
人
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

グループ 主な意見
Ｆ 体的な不安・悩み〔39〕 　身体を自由に動かすことができないのがつらい。将来手術をすることが不安。

Ｇ 病院・医師への不満・要望
〔36〕 　医師の減少に不安。医師の対応が悪い。心療内科の開設。

Ｈ 感謝〔35〕 　家族の存在がありがたい。現状の福祉サービスには満足している。ケアマネー
ジャーには精神的に支えられている。

Ｉ 行政への不満・要望〔35〕 　担当者が入れ代わり立ち代わりで時間がかかる。職員が制度を熟知し、分か
りやすい制度説明をしてほしい。書類や手続きが分かりにくい。

Ｊ 移動・外出〔35〕 　バスの運行路線を増やしてほしい。バスの本数が少ない。透析通院のための
送迎バスを考えてほしい。

Ｋ 透析〔33〕 　透析のできる病院を増やしてほしい。豊岡病院で透析をしてほしい。夜間透析、
週末透析をしてほしい。

Ｌ 人との交流〔32〕 　障害者同士で話せる場、情報交換できる場がほしい。気軽に集える交流会や
催し物をしてほしい。

Ｍ 施設（福祉）に関する要望〔28〕　近くに適切な施設が増えてほしい。重度障害者を受け入れる施設を作ってほ
しい。

Ｎ 施設（公共）に関する不満・要
望〔26〕

　障害者専用駐車場に健常者が止めると困る。障害者用トイレは増えたがまだ
不安である。駅のホームにエレベーターがほしい。

Ｏ 訪問調査〔19〕 　訪問調査を今後も行うべき。話を聞いてもらえるだけで安心。今回の訪問調
査は有意義である。

Ｐ 災害〔19〕 　災害時要援護者支援対策事業の登録はあるが不安。災害時、透析患者はどう
すればよいかという情報を伝えてほしい。

Ｑ 情報提供・相談窓口〔15〕 　広報以外にも情報提供をしてほしい。障害者が活動できる場を教えてほしい。
誰でも気軽に相談できる窓口を作ってほしい。

Ｒ リハビリ〔13〕 　リハビリ施設を作ってほしい。回数を増やしてほしい。
Ｓ 介護に関する不安・悩み〔13〕　介護者がいなくなったときが心配。
Ｔ 障害者への理解〔10〕 　体調の変化を周囲に理解してもらいにくい。
Ｕ 家族に対する気兼ねなど〔8〕 　家族とはいえ、健康面、金銭面のことを言えずにいる。
Ｖ その他 　早く受診すればという悔いは大きい。

■表２
基本理念 基本目標 施　策 グループ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も
に
、

　
　
　
　

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「自己実現できる」まちづくり
教育の充実
雇用・就労の促進 Ｃ、Ｄ
社会参加・生きがいづくり Ｊ、Ｌ

「人と人が支え合う」まちづくり
広報・啓発 Ｔ
人材育成・確保 Ｂ
ネットワークづくりの推進 Ｌ

「いつどこでも相談できる」まちづくり
相談体制・情報提供の充実 Ｂ、Ｅ、Ｉ、Ｏ、Ｑ
障害の早期発見・早期対応

「地域で生活できる」まちづくり

保健・医療の充実 Ｆ、Ｇ、Ｋ、Ｒ
精神保健施策の推進
生活支援の充実 Ｂ、Ｅ、Ｍ、Ｓ、Ｕ
介助家族の支援 Ｂ、Ｌ、Ｑ、Ｓ、Ｕ

「安全で安心して暮らせる」まちづくり
福祉のまちづくり Ｎ
福祉と環境の調和したまちづくり
防犯・防災対策の推進 Ｐ
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　市では、健康福祉部（社会福祉課、高年福祉課、介護保険課、健康増進課の4課）の事務
所を、5月から豊岡総合健康ゾーン内の健康福祉施設（立野町）に移転します。
　この移転に伴い、福祉事務所、保健センター、訪問看護ステーションの業務も新しい
事務所で行うこととなります。

健康福祉部と休日急病診療所が
5月に移転します

　新しい事務所での窓口業務は、５月６日
（木）からとなります〔４月30日（金）までの業
務は、現在の豊岡健康福祉センターで行い
ます。５月１日（土）〜５日（水・祝）は、窓
口は休みです〕。
　休日急病診療所も同じ場所に移転します。
新しい施設での診療は、５月２日（日）から
です。４月・５月の診療は下表のとおりです。
日程 診　療　日 場　所

４月
４日（日）、11日（日）、18日

（日）、25日（日）、29日（木・
祝）

豊岡健康福祉
センター

（城南町23-6）

５月

２日（日）、３日（月・祝）、４
日（火・休）、５日（水・祝）、
９日（日）、16日（日）、23日

（日）、30日（日）

豊岡総合健康
ゾーン健 康 福
祉施設

（立野町12-12）

《問合せ》
　社会福祉課☎24-7033　FAX24-4516
　高年福祉課☎29-0055　FAX29-3144
　介護保険課☎24-2401　FAX29-3144
　健康増進課☎24-1127　FAX24-9605
※休日急病診療所および保健センターに関

することは健康増進課へ、訪問看護ステー
ションについては高年福祉課へ問い合わ
せください。

※以下の事務所は、引き続き豊岡健康福祉
センターです。

　豊岡市社会福祉協議会豊岡地区センター、
　豊岡市医師会事務局、豊岡市身体障害者

協会事務局、しいの実作業所

［１階］ ［２階］

高
年
福
祉
課

介
護
保
険
課

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

休
日
急
病
診
療
所
入
口

プ
レ
イ
ル
ー
ム

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

﹇
保
健
セ
ン
タ
ー
﹈

健
診
ル
ー
ム

栄
養
相
談
室

玄
関

入口

ロビー

倉庫

多
目
的

ホ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル

上
部

EV EV

社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
課

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

休
日
急
病
診
療
所

至JR豊岡駅

ウェルストーク豊岡

保健センター
福祉事務所

コバス専用出口

屋上緑化

至コ
ウノト
リの
郷公
園

立
野
大
橋

円山
川

多目的コート

健康福祉施設

休日急病診療所

散策路

健康づくり広場

公用車駐車場

休診入口

入口

入口

健康増進施設

■位置図

■総合健康ゾーン内案内図

■健康福祉施設内
　庁舎配置図

休日急病診療所

公用車駐車場

休診入口

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅

アイティ
市役所

市民体育館

円山川

農協
会館

市民会館

ウェルストーク豊岡

じばさん但馬
豊岡健康福祉センター

総合体育館

福祉事務所
保健センター
休日急病診療所

312

312 休日急病診療所
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次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の「
児
童
手
当
」に
代
わ
り「
子
ど
も
手
当
」を
支
給
し
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、対
象
年
齢
が
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
に
拡

大
さ
れ
る
と
と
も
に
、所
得
額
に
関
係
な
く
受
給
で
き
ま
す
。

　

4
月
中
に
、受
給
対
象
者
へ
詳
し
い
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
郵
送
す

る
予
定
で
す（
詳
細
が
決
定
次
第
、今
後
の
市
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
）。

《
問
合
せ
》市
民
課
市
民
係
☎
21

－

9
0
1
5

▽
対
象　

0
歳
〜
15
歳（
た
だ
し
、

15
歳
は
、
到
達
後
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
方
）

▽
支
給
額　

1
人
に
つ
き
月
額

1
万
3
千
円（
年
齢
・
出
生
順

位
に
関
係
な
く
支
給
）

▽
支
給
月　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
給

月
の
前
月
分
ま
で
を
6
月
・
10

月
・
2
月
の
15
日
に
振
込
み

※
支
払
日
が
休
日
の
場
合
は
、
前

日
の
営
業
日

▽
所
得
制
限　

な
し

▽
受
給
資
格
者　

子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
。
共
働

き
の
場
合
、
子
ど
も
の
生
計
を

維
持
し
て
い
る
程
度
の
高
い
方

▽
申
請
方
法　

申
請
が
必
要
な

世
帯
に
は
、
4
月
中
に
申
請
書

を
郵
送
し

ま
す
の
で
、

市
民
課
ま

た
は
各
総

合
支
所
市

民
生
活
課

に
提
出
く

だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

く
だ
さ
い
。
父
母
の
ど
ち
ら
か

が
公
務
員
の
場
合
は
、
二
重
受

給
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
ず
職

場
で
相
談
く
だ
さ
い
。

厚生労働省からのお願い
戸籍の各届書に職業と産業の

記入をお願いします

※
児
童
手
当
の
最
終
分（
平

成
22
年
2
月
・
3
月
分
）は
、

6
月
15
日
に
子
ど
も
手
当
と

一
緒
に
振
込
み
ま
す
。

４月１日から
「豊岡市水道お客さまセンター」の開設に伴い

問合せ先が変わります

　厚生労働省では、毎年、人口動態調査を
実施しています。この調査は、皆さんから
の出生・死亡・死産・婚姻・離婚の各届書
から出生や死亡の状況などを調べるもので
すが、国勢調査の行われる年には、届書に
職業の記入もお願いしています。
　また、死亡届には、併
せて産業の記入もお願い
しています。
　調査の結果は、今後の
厚生労働行政の基礎資料として活用します。
　届出をする方には、面倒をお掛けします
が、理解と協力をお願いします。
◇調査期間　４月１日〜平成23年３月31日
（１年間）
◇調査対象　出生・死亡・死産・婚姻・離

婚の届出をする方
◇調査方法　各届出をする時に、職業と産

業の種類を記入
※届出窓口に「出生・死亡・死産・婚姻・

離婚の届出をされる方にお願い（職業・
産業例示表）」を備え付けています。

《問合せ》市民課市民係☎21-9015

　上下水道料金の窓口受付から収納までの一連の業務を、
４月１日から民間会社㈱ジェネッツ（本社：東京都）へ委託
し、企業部内に「豊岡市水道お客さまセンター」を開設します。
　これに伴い、水道・下水道に関する各種問
合せ・連絡先が下表のとおりとなります。
《問合せ》企業総務課☎22-5377

こんなときには 問合せ・連絡先 業務時間
◆引越しなどに伴い、水道の使

用を開始・中止したい（※）
◆水道の使用者・所有者を変更

したい
◆水道料金・下水道使用料につ

いて聞きたい

水道お客さまセンター
  ☎   22-5378
FAX 24-2985

８：30
〜17：15

土・日曜日、
祝日、12月
29日〜１月
３日は休業

◆水道・下水道の指定工事店に
ついて聞きたい⇒指定工事店名
簿は、市ホームページに掲載

◆ペットボトル「玄武の清水」を
買いたい

企業総務課
  ☎   22-5377
FAX 24-2985

◆道路での漏水を見つけた
　（宅地内の漏水は指定工事店

へ連絡）

水道課
  ☎   22-5379
FAX 22-1803

◆道路上のマンホールから下水
があふれているのを見つけた

　（宅地内の下水の詰まりは指
定工事店へ連絡） 

下水道課
  ☎   22-1801
FAX 22-1803

※市ホームページや、携帯電話（QRコード）からアクセス可
　能な、インターネット受付も開始します。

4
月
1
日
か
ら

子
ど
も
手
当
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す

（
予
定
）
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ヘ
リ
の
運
航
に
は
、
素
早
い
治

療
に
よ
る
、
緊
急
患
者
の
救
命
率

の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
時
速
2
0
0

～
2
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
飛
行

し
ま
す
。
運
航
範
囲
は
、
原

則
、
常
駐
す
る
公
立
豊
岡
病
院

か
ら
半
径
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

（
15
分
で
移
動
）の
区
域
と
し
ま
す
。

▽
運
航　

毎
日
、
お
お
む
ね
午
前

8
時
30
分
か
ら
日
没
30
分
前
ま

で
運
航
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

有
視
界
飛
行
な
の
で
、
霧
や
雪
、

強
風
な
ど
の
天
候
不
良
時
や
夜

間
は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
出
動
要
請　

消
防
署
か
ら
の
要

請
で
出
動
し
ま
す
。
住
民
な
ど

か
ら
直
接
要
請
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
離
着
陸
場　

原
則
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て

ヘ
リ
の
有
効
性

公立豊岡病院で
「ドクターヘリ」の運航が

始まります!

　

公
立
豊
岡
病
院
で
は
、兵
庫
県
・
京
都
府
・
鳥
取
県
の
共
同
運
航
と

し
て
準
備
し
て
き
た﹁
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
﹂の
運
航
を
、4
月
17
日（
土
）

午
後
1
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、人
工
呼
吸
器
や
除
細
動
器
な
ど
の
救
急
医

療
に
必
要
な
医
療
機
器
を
備
え
、救
急
専
門
医
と
看
護
師
を
乗
せ
、救

急
患
者
の
も
と
へ
緊
急
出
動
す
る
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

《
問
合
せ
》公
立
豊
岡
病
院
組
合
総
務
課
☎
22

－

6
1
1
1

　

但
馬
地
域
は
、
氷ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん（
養
父

市
・
鳥
取
県
若わ

桜か
さ

町
）を
筆
頭
に
、

標
高
1
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々

が
連
な
り
、
険
し
い
渓
谷
に
面
し

た
、
そ
の
複
雑
な
地
形
に
よ
り
、

独
特
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
地
形
は
、
私
た
ち

に
、
一
刻
を
争
う
救
急
患
者
の
搬

送
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と

を
強
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
近
隣
の
3
府
県
が
共

同
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
検

討
し
、
そ
の
結
果
、
今
春
の
運
航

開
始
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
す
。

　

ヘ
リ
を
用
い
る
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
医
師
と
看
護
師
が
同
乗
す

る
こ
と
で
、
救
急
患
者
の
い
る
現

場
で
救
命
措
置
が
開
始
で
き
、
そ

の
後
、
患
者
を

救
急
医
療
機
関

に
迅
速
に
搬
送

で
き
る
こ
と
で

す
。

運
航
の
概
要

▲ドクターヘリの出動フロー

※イメージ写真

指
定
し
た
公
園
や
運
動
場
な
ど

に
着
陸
し
ま
す
。

▽
費
用
負
担　

ヘ
リ
に
よ
る
搬
送

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
し
、
救
急
現
場
や
機
内

で
行
わ
れ
た
医
療
行
為
に
つ
い

て
は
、
一
般
の
病
院
に
掛
か
る

場
合
と
同
じ
く
、
医
療
費
の
一

部
を
患
者
が
負
担
し
ま
す
。

※
ヘ
リ
が
離
発
着
す
る
際
は
、
大

変
危
険
で
す
。
す
み
や
か
に
待

避
し
、
関
係
者
以
外
は
近
寄
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。
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狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、狂
犬
病
予
防
法
で

イ
ヌ
の
飼
い
主
へ
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）を
、下
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

生
後
3
カ
月
以
上
の
イ
ヌ
は
、

毎
年
1
度
、必
ず
狂
犬
病
予
防

注
射
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23

－

5
3
0
4

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
み
の
料
金

は
、3
、2
0
0
円
で
す（
新
た

に
登
録
す
る
場
合
は
別
途
3
、

0
0
0
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

・
釣
り
銭
の
要
ら
な
い
よ
う
に
準

備
く
だ
さ
い
。

・
注
射
は
、
動
物
病
院
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
豊
岡
地
域
以
外
の
集
合
注
射
日

程
は
、
4
月

25
日
発
行
の

市
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
に
は
、「
鳴
き
声
が
う
る
さ

い
」「
ふ
ん
尿
で
汚
さ
れ
た
」な

ど
の
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
飼
い
主
の
気
配

り
と
責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で

き
ま
す
。
無
責
任
な
飼
育
は
、

近
隣
の
方
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
動
物
に
と
っ
て

も
不
幸
な
こ
と
で
す
。

　

イ
ヌ
を
飼
育
す
る
方
は
、
責

任
を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼
育

し
、
イ
ヌ
を
地
域
の
嫌
わ
れ
も

の
に
し
な
い
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
注
意
事
項

・
イ
ヌ
の
放
し
飼
い
は
、
や
め

ま
し
ょ
う
。
他
人
に
迷
惑
を

掛
け
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ヌ

に
と
っ
て
も
交
通
事

故
な
ど
に
遭
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

・
散
歩
の
と
き
は
、
引
き
綱
を

着
け
て
、
イ
ヌ
を
制
御
で
き

る
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
イ
ヌ
の
ふ
ん
は
、
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・
イ
ヌ
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ヌ
の
し
つ
け
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う

《　　豊　　岡　　地　　域　　》
日　程 場　　所 時　間

４月20日（火）

隣保館   ９：30〜  ９：40
日撫会館   ９：55〜10：00
梶原会館 10：10〜10：15
中庄境会館 10：25〜10：30
法花寺会館 10：40〜10：45
祥雲寺会館 10：55〜11：00
三江地区公民館 11：10〜11：15
下宮会館 11：25〜11：30
森公民館 11：45〜11：55
野上会館 13：00〜13：05
下鶴井公民館 13：15〜13：20
赤石営農センター 13：30〜13：35
三原会館 14：00〜14：05
畑上堂前広場 14：15〜14：20
気比公民館 14：30〜14：40
田結会館 14：50〜15：00
小島公民館 15：15〜15：20
瀬戸公民館 15：30〜15：35
津居山公民館 15：45〜15：50

（旧）港出張所 16：00〜16：05

４月21日（水）

市谷営農センター   ９：00〜  ９：05
中郷公民館   ９：15〜  ９：20
引野公民館   ９：35〜  ９：40
中筋地区公民館   ９：50〜  ９：55
下加陽会館 10：10〜10：15
清冷寺公民館 10：30〜10：35
伏会館 10：45〜10：50
今森会館 11：05〜11：15
江本会館 11：25〜11：30
百合地会館 12：45〜12：50
中谷会館 13：00〜13：05
木内会館 13：15〜13：20
駄坂バス停前 13：30〜13：35
香住公民館 13：45〜13：50
三宅公民館 14：00〜14：10
奥野公民館 14：25〜14：30
市場公民館 14：40〜14：45
森尾公民館 15：00〜15：05
立石共同作業所 15：15〜15：20

日　程 場　　所 時　間

４月21日（水）
長谷公民館 15：30〜15：35
倉見作業所 15：45〜15：55
上鉢山会館 16：05〜16：10

4月22日（木）

上陰会館   9：30〜  9：35
中陰会館   9：45〜  9：50
下陰会館 10：05〜10：10
下陰さくら公園 10：20〜10：30
一日市会館 10：45〜10：50
宮島会館 11：00〜11：05
江野公会堂 11：25〜11：30
森津公民館 11：45〜11：50
辻会館 13：00〜13：05
内町会館 13：15〜13：20
大谷バス停前 13：30〜13：35
奈佐地区公民館 13：45〜13：55
宮井公民館 14：05〜14：10
奥岩井公民館 14：20〜14：25
口岩井公民館 14：30〜14：35
栃江地区入口広場 14：45〜14：50
高屋公会堂 15：05〜15：10
戸牧第2団地会館 15：20〜15：25
戸牧公民館 15：35〜15：40

4月23日（金）

（旧）JAたじま八条店   9：30〜  9：35
上町会館   9：45〜  9：55
上佐野会館 10：05〜10：10
佐野会館 10：20〜10：25
妙楽寺区会館 10：35〜10：45
弥栄区会館 11：00〜11：05
塩津区会館 11：20〜11：25
京口会館 11：35〜11：40
大磯神社 11：50〜11：55
図書館本館 12：05〜12：10
西本会館 13：30〜13：35
三坂町会館 13：45〜13：50
青空市場 14：05〜14：10
市役所東庁舎別館 14：20〜14：25
小田井会館 14：35〜14：40
県総合庁舎前 14：50〜14：55
新西花園会館 15：05〜15：10
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充
実
し
た
設
備
を
完
備
し
、皆
さ
ん
の
健
康
で
豊
か
な
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
健
康
増
進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」が
、総
合

健
康
ゾ
ー
ン（
立
野
町
）に
誕
生
し
ま
す
。

　

4
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、施
設
と
運
営
業
務
の
内
容
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
推
進
室
☎
24

－

7
0
3
4

◇
体
組
成
測
定
項
目（
12
項
目
）

▽
実
施
日

▽
受
付
時
間

▽
場
所

▽
対
象

▽
定
員

▽
内
容

▽
申
込
方
法

▼ボディスキャンで健康チェック!

▲運動相談

《
問
合
せ
》
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク

豊
岡
総
合
受
付
窓
口

☎
24

－

0
5
8
2

▲トレーニングジム

か
ら
だ
チ
ェ
ッ
ク

体
力
測
定
・
運
動
相
談

そ
の
他

豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
・
運
営
事
業
の
紹
介
④
・
最
終
回

市
民
体
力
測
定
・
運
動
相
談
を
紹
介
し
ま
す
!
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市では、｢豊岡市健康行動計画｣“とよおか健康ぷらん21”の策定に当たり、市民アンケートを実施しました。
その調査結果を基に、｢朝ごはん｣の大切さを６回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

食で健康づくりを応援⑥（最終回）

～ごはん中心の「日本型食生活」に注目！～

健康川柳

健康を　運んでくるよ　こうのとり
篤俊  

※とよおか健康川柳から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん

エネルギー　47kcal
塩分　1.2g／1人分

朝ごはん
簡単レシピの紹介

具だくさんのみそ汁

　おいしいだしを作って野菜たっぷりの具だくさ
んにして、お汁の量を減らしましょう!減塩になり、
より健康的なみそ汁になります。

作り方
①ジャガイモ・大根・ニンジンは皮をむき、いちょ
う切り、小松菜は長さ3㎝くらいに切る。

②だし汁に大根・ニンジンを入れ煮る。少し柔らか
くなったらジャガイモを入れ、柔らかくなるま
で煮る。

③小松菜を入れ沸騰したらみそを入れる。

材料（4人分）
・ジャガイモ　　1個（100g）
・大根　　　　　100g
・ニンジン　　　40g
・小松菜　　　　40g
・だし汁　　　　3カップ
・みそ　　　　　大さじ2弱        

「日本型食生活」とは・・・

　ごはんを主食として、魚や肉、豆類、野菜、海藻
など多様なおかずを組み合わせた栄養バランス
の優れた健康的で豊かな食生活をいいます。
　最近は欧米でもこの「日本型食生活」が注目さ
れています。

　毎日食べても飽きることのない、ご
はんが主食である「日本型食生活」はヘ
ルシーな食事を可能にします。

   どんな料理とも相性のよい「ごはん」を朝ごはんに！

ごはんは量の割にエネルギーが低く、
ダイエットに効果的な食べ物

　ごはんは粒のまま食べるので、粉食（パン・めん類）に比べ消
化・吸収が穏やかで、脂肪を蓄える作用のあるインスリンの分
泌をあまり刺激しないことから太りにくく、腹持ちがいいです。

「“ごはん”を食べると太る」は本当？？

ごはんの効果 健康的なごはん食の工夫

　食後の血糖値の上がり方が穏やかで
あり、肥満・糖尿病になりにくいと言わ
れています。

　整腸作用を持つ食物繊維と同様の
働きをするでんぷん（レジスタントス
ターチ）を含み、便秘の予防になります。

①　大豆・魚やたくさんの
野菜を使った、うす味
の料理を主菜・副菜に
しましょう。

②　漬物・汁物など塩分の
多いものを一緒にと
りやすいので、食べ方
に気を付けましょう。

③　肉類の脂身など、動物
性脂肪を控えた料理を
組み合わせましょう。

④　ごはん食で不足しやす
い牛乳・乳製品は、間食
などで補いましょう。

“安全・安心・おいしい米作り”

コウノトリ育むお米

豊岡市のマスコット「コーちゃん」
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4
月
上
旬
に
届
き
ま
す
の
で
、必
要

事
項
を
記
入
の
上
、返
送
く
だ
さ
い
。

　

4
月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し（
裏
表
）、

印
鑑
、年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、申

請
く
だ
さ
い
。

※「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の
新
規

申
請
は
、4
月
25
日
発
行
の
市

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
、35
歳
、45
歳
、58

歳
に
到
達
し
た
方
に
、平
成
21
年

度
の「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」と
同
じ

内
容
が
届
き
ま
す
。そ
れ
以
外
の

方
に
は
、直
近
1
年
間
の
年
金
記

録
通
知
が
届
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
届
か
な

い
場
合
は
、豊
岡
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。日
時

お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
4
月
21
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時　

城
崎
総
合
支

所　

2
階　

大
会
議
室

・
4
月
28
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時　

但
東
総
合
支

所　

2
階　

大
会
議
室

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
4
月
10
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
4
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

の
毎
週
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用

く
だ
さ
い
。

●「
申
請
免
除
制
度
」と

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

▽
対
象
者　

・
申
請
免
除
制
度
…
本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
全
員
が
免
除
要

件
に
該
当
す
る
方

・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
…
30
歳

未
満
の
本
人
・
配
偶
者（
配
偶

者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）が

免
除
要
件
に
該
当
す
る
方

▽
対
象
期
間　

平
成
21
年
7
月
〜

平
成
22
年
6
月

▽
免
除
要
件

・
平
成
21
年
度
分
の

所
得
が
少
な
い
方（
下
表
参
照
）

・
失
業
や
倒
産
、
事
業
廃
止
の
方

・
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
平
成

21
年
度
分
の
所
得
が
1
2
5
万

円
以
下
の
方

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

・
特
別
障
害
給
付
金
受
給
の
方

※
4
分
の
3
、
半
額
、
4
分
の
1

免
除
の
所
得
額
は
、
社
会
保
険

料
控
除
額
を
差
し
引
い
た
額
で

す
。
ま
た
、
免
除
後
の
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法　

市
役
所
市
民
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
設

置
の「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
上
、提
出
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

・
印
鑑（
本
人
が
署
名

す
る
場
合
は
不
要
）

・
失
業
し
た
場
合
は

　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

ま
た
は「
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
」の
写
し
な
ど

・
廃
業
の
場
合
は
、「
廃
業
証
明

書
」、「
離
職
者
支
援
資
金
貸
付

決
定
書
」の
写
し
な
ど

・
平
成
21
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

「
平
成
21
年
度
所
得
証
明
書
」

▽
申
請
期
限　

7
月
30
日（
金
）

●
平
成
21
年
度
学
生
納
付
特
例
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

対
象
期
間
中
に
学
生
で
あ
る
証

明
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
期
間　

平
成
21
年
4
月
〜

平
成
22
年
3
月

▽
申
請
期
限　

4
月
30
日（
金
）

●
学
生
納
付
特
例
を

引
き
続
き
受
け
る
場
合

　

平
成
21
年
度
学
生
納
付
特
例
の

認
定
を
2
月
19
日
ま
で
に
受
け
、平

成
22
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す

る
方
に
、「
平
成
22
年
度
学
生
納
付

特
例
申
請
書
」（
は
が
き
形
式
）が

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

平
成
21
年
度

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

〈免除の対象となる所得の目安〉

単身世帯 扶養1人 扶養3人

全額免除・
若年者猶予 57万円 92万円 162万円

4分の3免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

4分の1免除 189万円 247万円 335万円

ね
ん
き
ん
定
期
便

年
金
相
談
会
の
開
催
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65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

公
的
年
金
の
所
得
に
対
す
る
個
人

市
県
民
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
平

成
21
年
10
月
以
降
、
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）す
る
制
度（
下
表

参
照
）が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

か
ら
、
平
成
22
年
度
個
人
市
県
民

税
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
個
人
市
県
民
税

額
は
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
決

定
し
、
7
月
に
年
金
保
険
者（
日

本
年
金
機
構
な
ど
）へ
個
人
市
県

民
税
の
特
別
徴
収
を
依
頼
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
4
月
・
6
月
・

8
月
は
2
月
に
特
別
徴
収
さ
れ
た

金
額
と
同
額
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

そ
し
て
、
10
月
・
12
月
・
平
成
23

年
2
月
は
、
そ
の
年
度
の
個
人
市

県
民
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
た
額
の
3
分
の
1
に
相
当
す

る
金
額
を
本
徴
収

し
ま
す
。

　

所
得
が
年
金
所

得
の
み
の
方
は
、

一
部
の
方
を
除
き
、
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
の
納
付
が
な
く
な

り
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
み

と
な
り
ま
す（
年
金
以
外
に
所
得

が
あ
る
場
合
は
、
納
付
書
・
口
座

振
替
で
の
納
付
が
継
続
し
ま
す
）。

　

4
月
・
6
月
・
8
月
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
仮
徴
収
）

す
る
金
額
は
、既
に
送
付
し
て
い

ま
す「
平
成
21
年
度
市
民
税
・
県
民

税
納
税
通
知
書（
変
更
通
知
書
）」

の「
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

に
よ
る
納
付
額（
変
更
通
知
書
は
、

来
年
度
の
公
的
年
金
か
ら
徴
収
す

る
仮
特
別
徴
収
税
額
）」の
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、

年
金
受
給
者
の
納

税
の
利
便
性
の
向

上
や
、
市
町
村
に

お
け
る
徴
収
の
効
率
化
を
図
る
た

め
に
導
入
し
て
お
り
、
納
税
方
法

が
変
わ
る
だ
け
で
新
た
な
税
負
担

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21

－

9
0
4
5

個
人
市
県
民
税

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

（例）個人市県民税の年税額が6万円（年金所得のみ）の場合
●平成21年度の徴収方法（年金特別徴収1年目）

徴収方法 普通徴収（納付書・口座振替で納付） 特別徴収（年金からの天引き）

年金支給月 平成21年６月 平成21年８月 平成21年10月 平成21年12月 平成22年２月

税　額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

算出方法 年税額の4分の1 年税額の6分の1

※６月・８月に年税額の４分の１ずつを普通徴収しました。
※10月・12月・平成22年２月支給分の年金から年税額の６分の１ずつを特別徴収しました。

●平成22年度以降の徴収方法（年金特別徴収2年目以降）

徴収方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

年金支給月 平成22年４月 平成22年６月 平成22年８月 平成22年10月 平成22年12月 平成23年２月

税　額 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

算出方法 平成22年２月分と同額 年税額から仮徴収分を差し引いた額の
3分の1

※４月・６月・８月に、２月に特別徴収した金額と同額を特別徴収（仮徴収）します。
※10月・12月・平成23年２月に、年税額から仮徴収分を差し引いた額の３分の１の
金額を特別徴収（本徴収）します。

※４月・６月・８月で特別徴収（仮徴収）した金額が年税額を上回る場合は、年税額
との差額分を還付し、10月・12月・平成23年２月は、特別徴収（本徴収）しません。



広報とよおか　2010.3.25 22

法
人
市
民
税
の
税
率
改
正
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
都
市

計
画
税
を
廃
止
し
、
そ
の
代
替
財

源
と
し
て
、
固
定
資
産
税
・
市
民

税（
個
人
・
法
人
）の
税
率
を
改
正

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
法
人
市
民
税
は
、

税
率
が
す
べ
て
制
限
税
率
と
な
り
、

平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
に
終
了

す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
は
、
適
用

す
る
税
率
に
注
意
く
だ
さ
い
。
改

正
後
の
税
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
問
合
せ
︾
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21

－

9
0
4
5

〈法人税割〉
法人区分 改正前 改正後

資本金等の額が１千万円
以下

法人税額400万円以下 12.3％

一律14.7％法人税額400万円超
13.5％

資本金等の額が１千万円超１億円以下

※資本金等の額が1億円超の法人は、既に制限税率を適用しています。

〈均等割（改正箇所のみ抜粋）〉
法人区分 従業員数 改正前 改正後

資本金等の額が１千万円以下
50人以下 50,000円 60,000円
50人超 120,000円 144,000円

資本金等の額が１千万円超１億円
以下 50人以下 130,000円 156,000円

※人格のない社団など、これまで標準税率を適用していたものについて
も均等割は60,000円になります。
※上記の表以外の法人は、既に制限税率を適用しています。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

将
来
像「
古い

に
し
え

よ
り
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
日
高
」

「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
⑤　
　

　
﹁
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂

が
、発
足
し
て
か
ら
、11
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、地
区

の
将
来
像
を﹁
古
よ
り
但
馬
の
ま

ほ
ろ
ば
日
高
﹂と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
将
来
像
の
意
味
は
、日
高

地
区
は
古
来
、但
馬
の
中
心
で
、豊

か
な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
な

ど
に
恵
ま
れ
た
、と
て
も
住
み
や

す
い
地
区
で
も
あ
り
、将
来
に

渡
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

地
区
で
あ
り
続
け
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、こ
の
将
来
像
を
実
現
す

べ
く
、都
市
計
画
に
関
す
る﹁
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
﹂を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
を
取
り
ま
と
め
、﹁
地
区
構
想
の

素
案
﹂を
策
定
し
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
方
針︵
案
︶の
主

な
も
の

・
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
ろ
う
。

・
地
域
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
市
街

地
を
形
成
し
よ
う
。

・
防
災
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

・
山
地
災
害
・
水
害
を
減
ら
そ
う
。

・
安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
を
整

え
よ
う
。

・
地
区
の
個
性
を
活
か
し
、
既
存

施
設
の
有
効
活
用
を
し
よ
う
。

・
円
山
川
・
稲
葉
川
の
整
備
を
進

め
よ
う
。

・
内
水
対
策
を
進
め
よ
う
。

・
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
な
ど
施

設
利
用
が
増
え
る
工
夫
を
し
よ

う
。

・
自
然
豊
か
な
地
区
づ
く
り
を
推

進
し
よ
う
。

・
防
犯
対
策
の
取
組
み
を
推
進
し

よ
う
。

・
田
園
景
観
を
保
全
し
よ
う
。

・
質
の
高
い
住
宅
地
を
形
成
し
よ

う
。

■﹁
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂

の
活
動
経
過

1
月
21
日　

第
8
回
日
高
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
議

2
月
19
日　

第
9
回
日
高
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
議

・
2
回
共
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

に
つ
い
て
協
議

　

市
で
は
、今
年
度
か
ら
、小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23
－
1
7
1
2

▲第9回まちづくり会議 ▲第8回まちづくり会議
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あ
っ
た
か
、
平
野
部
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
後
の
大
地
の
活
動
に
よ
り
、

た
ま
っ
た
土
や
石
が
削
り
取
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
昔
の
地
球
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

ん
だ
。
こ
れ
か
ら
研
究
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
研
究
者

に
と
っ
て
は
楽
し
み
で
も
あ
る
ね
。

　

み
ん
な
が
大
き
く
な
っ
て
研
究

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

る
ぞ
。

角
れ
き
岩
・
砂
岩
・
泥
岩
・
凝
灰
岩が
ん

で
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
れ
き
岩
層
の
上
に
部
分
的

に
堆
積
し
た
砂
岩
泥
岩
層
か
ら
但

馬
地
域
各
地
の
足
跡
化
石
が
見
つ

か
っ
て
い
る
の
で
す
。同
時
に
、木

の
葉
の
化
石
・
立
木
の
ま
ま
化
石

に
な
っ
た
木
の
株
・
タ
ニ
シ
・
イ
シ

ガ
イ
な
ど
淡
水
を
示
す
化
石
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、湖
沼
の

ほ
と
り
の
木こ

立だ
ち

の
中
を
多
く
の
動

物
た
ち
が
歩
き
回
っ
て
い
た
様
子

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

竹
野
で
見
つ
か
っ
た
ゾ
ウ
の
歯

は
、ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
と
い
う

約
2
0
0
0
万
年
〜
1
8
0
0
万

年
前
の
大
陸
の
ゾ
ウ
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
日
本
列
島
や
日

本
海
は
な
く
、日
本
は
大
陸
の
一

部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　  足跡化石が見つかる地層

　

先
月
、下
陰
で
サ
イ
の
仲
間
の

足
跡
化
石
が
発
見
さ
れ
、テ
レ
ビ
・

新
聞
各
社
で
、放
映
・
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。足
跡
化
石
が
見
つ
か
る
地

層
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

北
但
馬
に
分
布
す
る
地
層
は
、

北
但
層
群
と
呼
ば
れ
、図
の
よ
う

に
古
い
順
に
、高た
か

柳や
な
ぎ

層そ
う
・
八
鹿
層
・

豊
岡
層
・
村
岡
層
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
但
馬
各
地
で
見
つ

か
っ
た
ゾ
ウ
や
サ
イ
の
仲
間
の
足

跡
化
石
は
、次
の
よ
う
な
八
鹿
層

の
上
部
か
ら
産
出
し
て
い
ま
す
。

　

高
柳
層
・
八
鹿
層
は
、日
本
海

形
成
の
活
動
の
始
ま
る
こ
ろ
、火

山
活
動
と
共
に
大
陸
が
割
れ
始
め
、

そ
の
低
地
に
堆
積
し
た
火
山
岩
や

▲湖沼を示す化石・タニシ（左）とイ
シガイ（市内ほか）

●
豊
岡
に
も
恐
竜
は
い
た
の
？

　

福
井
県
や
丹
波
市
で
恐
竜
の
化

石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
か
な
？

　

大
型
の
動
物
の
行
動
範
囲
か
ら

見
る
と
、
市
内
に
も
恐
竜
が
い
た

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
で
も
、

今
ま
で
に
そ
の
証
拠
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
ん
だ
。

　

そ
の
理
由
は
、
市
内
に
は
恐
竜

の
生
き
て
い
た
時
代（
1
億
年
ほ

ど
昔
）の
堆
積
岩（
土
や
砂
が
た

ま
っ
て
で
き
た
石
）が
な
い
か
ら

だ
よ
。
市
内
の
そ
の
時
代
の
石
は
、

花か

崗こ
う

岩
と
い
っ
て
溶
岩
が
地
下
深

く
で
固
ま
っ
た
石
し
か
な
い
ん
だ
。

こ
ん
な
石
に
は
化
石
は
含
ま
れ
な

い
か
ら
ね
。

　

で
も
、
そ
の
こ
と
が
恐
竜
が
い

な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら

な
い
か
ら
、
市
内
に
恐
竜
が
い
た

か
い
な
か
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い

ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
恐
竜
の

時
代
に
は
、
市
内
は
石
や
土
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
な
、
山
の
上
に

分からないことも
多いんだ！

げ
ん

▲蘇武岳

▲神鍋山村岡

豊岡層（砂岩）

八鹿層（安山岩・れき岩）

高柳層（砂岩れき岩） （猿尾滝ひん岩層）

淡水足跡化石

汽水足跡化石

海生化石

（れき岩）

基盤（山陰型花こう岩・矢田川流紋岩）

（砂岩）

村岡層（泥岩）

北但層群断面図
（概略）

▲恐竜の足跡化石（福井
県福井市・写真提供：安
野敏勝さん）

▲サイ類の足跡化石
（下陰）



【
2
月
】

15
日　

豊
岡
駅
前
広
場
整
備
関
連

事
業「
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
舎
移

転
工
事
」に
J　
R
が
着
手

17
日　

日
本
航
空
へ
の
エ
ー
ル
と

し
て「
玄
さ
ん
」ぬ
い
ぐ
る

み
を
同
社
に
贈
呈

21
日　

今
年
初
の
野
外
で
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
産
卵
確
認

22
日　

豊
岡
市
都
市
計
画
審
議
会

26
日
・
市
議
会
開
会（
〜
3
月
26
日
）

　
　

・
豊
岡
最
終
処
分
場
使
用
延

長
調
印
式　

27
日　

第
7
回
東
井
義
雄
賞
・
い

の
ち
の
こ
と
ば
入
賞
作
品

発
表
会
・
記
念
講
演
会

【
3
月
】

１
日
・
生
物
多
様
性
条
約（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）

事
務
局
長
来
訪

　
　

・
子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る

市
民
運
動
推
進
協
議
会
設

立

　
　

・
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
乗
っ
て「
玄
さ

ん
」グ
ッ
ズ
を
も
ら
っ
ち

ゃ
お
う
!!
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
始（
〜
５
月
31
日
）

６
日
・
出
会
い
交
流
事
業
実
施（
〜

７
日
）

　
　

・
八
条
小
学
校
児
童
が
サ
ケ

の
稚
魚
を
円
山
川
に
放
流

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

3
月
7
日
、
豊
岡
南
中
学
校
体

育
館
で
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
出

場
の
地
元
出
身
選
手
の
渡わ
た

邊な
べ

直
希

さ
ん
と
西
岡
百も
も

子こ

さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
小
学
生
を
対
象
に「
国
体

出
場
選
手
等
に
よ
る
少
年
少
女
ス

ポ
ー
ツ
教
室
〜
卓
球
競
技
〜
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
で
高
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

機
運
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
70
人

の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
日
初
め
て

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
し
た
。

　

渡
邊
さ
ん
と
西
岡
さ
ん
の
模
範

演
技
か
ら
始
ま
り
、
参
加
者
は
国

体
選
手
な
ら
で
は
の
正
確
さ
と
ス

ピ
ー
ド
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
経
験
者
と
初
心
者
の

部
に
分
か
れ
、
経
験
者
は
渡
邊
さ

ん
と
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
指
導
を

受
け
、
初
心
者
は
西
岡
さ
ん
に
ラ

ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
腕
の
振
り

方
ま
で
丁
寧
に
伝
授
さ
れ
、
教
室

の
後
半
に
は
ラ
リ
ー
が
で
き
る
ほ

ど
上
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
人
の
選
手
の
対
戦
も

行
わ
れ
、
模
範
演
技
と
は
違
っ
た

真
剣
さ
に
、
会
場
に
も
緊
張
が
走

り
ま
し
た
。

　

選
手
と
小
学
生
と
の
対
戦
も
あ

り
、
勝
負
に
挑
ん
だ
小
学
生
が
ポ

イ
ン
ト
を
取
る
た
び
に
大
き
な
歓

声
が
沸
き
ま
し
た
。

　

卓
球
競
技
の
楽
し
さ
と
全
国
レ

ベ
ル
の
技
を
体
感
で
き
た
貴
重
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
21
日
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸

島
湿
地（
城
崎
町
戸
島
）内
の
人
工

巣
塔
で
、
今
年
初
め
て
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
卵
1
個
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

オ
ス
Ｊ
0
3
9
1
と
メ
ス
Ｊ

0
2
9
4
の
こ
の
ペ
ア
は
3
年
連

続
の
産
卵
。
本
市
の
野
外
で
は
5

年
連
続
で
産
卵
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

2
月
23
日
に
は
、
百ゆ

合る

地じ

の
人

工
巣
塔
で
6
個
の
卵
が
確
認
さ
れ
、

3
月
5
日
に
は
、
戸
島
の
巣
塔
で

さ
ら
に
3
個
の
卵
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
各
地
で
吉
報
が
。

　

約
１
カ
月
後
の
ふ
化
を
楽
し
み

に
、
そ
っ
と
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

3
月
1
日
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
玄
さ
ん
」が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

空
港
で
、『
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
乗
っ
て「
玄

さ
ん
」グ
ッ
ズ
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お

う
!!
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』対
象
と
な

る
１
番
機
を
出
迎
え
ま
し
た
。　

　
「
玄
さ
ん
」は
、
機
体
を
前
に
、

揺
る
ぎ
な
い
強
い
意
志（
石
）で
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
再
生
と
、
本
市
の
よ
り

一
層
の
飛
躍
の
た
め
に
尽
力
し
よ

う
と
誓
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中（
3
月

1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の
搭
乗

分
）、コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
で
は
、

多
忙
な「
玄
さ
ん
」に
代
わ
り
、
玄

さ
ん
パ
ネ
ル
が
お
出
迎
え
し
ま
す
。

『
Ｊジ
ャ
ル
Ａ
Ｌ
に
乗
っ
て「
玄
さ
ん
」グ
ッ
ズ
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
‼

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』始
動

豊
岡
の
春
を
告
げ
る
風
物
詩

今
年
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
外
で
産
卵

▲渡邊さんと西岡さんの模範
演技

夢
は
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

「
国
体
出
場
選
手
等
に
よ
る
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〜
卓
球
競
技
〜
」開
催

▲等身大の出迎えパネル ▲初卵が確認された戸島
湿地内の人工巣塔

広報とよおか　2010.3.25 24



　

先
月
、
生
物
多
様
性
条
約
事
務

局
長
の
ア
フ
メ
ッ
ド
・
ジ
ョ
グ
ラ

フ
さ
ん
が
豊
岡
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
球
環
境
問
題
と
言
え
ば
温
暖

化
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
が
圧
倒

的
に
有
名
で
す
が
、
生
物
多
様
性

条
約
は
、
92
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト

で
そ
れ
と
一
緒
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
が
つ
な

が
り
あ
っ
て
生
き
て
い
る
様
子
を

「
生
物
多
様
性
」と
言
い
ま
す
。
簡

単
に
言
う
と
、「
い
ろ
ん
な
生
き
も

の
が
よ
う
け
お
る

4

4

4

4

4

」環
境
を
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
条
約
で
す
。

　

そ
の
条
約
の
第
10
回
締
約
国
会

議（
コ
ッ
プ
テ
ン

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）が
今
年
10
月
、
名

古
屋
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
豊
岡
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
巡
る
活
動
こ
そ
、
日
本

が
世
界
に
誇
れ
る
事
例
で
す
。

　

昨
年
10
月
、
そ
の
国
際
会
議
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
ジ
ョ
グ
ラ
フ
さ

ん
が
神
戸
の
会
合
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
押
し
掛
け
て
い

っ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
を

説
明
し
ま
し
た
。
彼
は
感
嘆
し
、

条
約
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
豊

岡
の
取
組
み
を
掲
載
す
る
と
約
束

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
世
界
の

代
表
事
例
8
市
の
う
ち
の
１
つ
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
豊
岡
訪
問
を
お
願
い

し
ま
し
た
。「
身
体
の
疲
れ
を
城
崎

温
泉
で
癒
し
ま
せ
ん
か
？
」

　

や
っ
て
来
た
彼
は
あ
ら
た
め
て

深
い
感
銘
を
受
け
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の

自
治
体
国
際
会
議
で
報
告
す
べ
き

だ
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
彼
か
ら
手
紙
が
届
き
ま

し
た
。「
9
月
の
国
連
総
会
で
各
国

首
脳
に
配
る
機
関
誌
に
投
稿
し
て

ほ
し
い
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ

る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
で
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
報
告
を
し
ま

す
。
5
月
、
名
古
屋
市
で
開
か
れ

る「
都
市
に
お
け
る
生
物
多
様
性

と
デ
ザ
イ
ン
」と
い
う
国
際
会
議

で
も
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。
い
よ
い

よ「
小
さ
な
世
界
都
市
」の
実
現
に

向
け
て
発
進
で
す
。

　

ん
？
誰
が
話
す
っ
て
？
大
変
。

急
き
ょ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
英
会
話
の
テ
キ
ス

ト
を
買
い
ま
し
た
。
特
訓
、で
す
。

ジ
ョ
グ
ラ
フ
氏
来
豊

29

　

3
月
1
日
、「
子
ど
も
と
心
で
つ

な
が
る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」

の
設
立
総
会
が
、
青
少
年
健
全
育

成
に
関
係
す
る
41
団
体
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
2
月
14
日
に

市
内
で
発
生
し
た
中
学
生
の
傷
害

事
件
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

全
市
挙
げ
て
、
地
域
・
家
庭
・
学

校
・
行
政
が
密
接
な
連
携
・
協

力
・
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
・
市
民
運
動
と
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
日
は
、推
進
協
議
会
規
約
や

役
員
を
決
め
、
啓
発
活
動
な
ど
の

取
組
み
や
中
学
校
区
ご
と
に
地
区

会
議
を
組
織
化
す
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

︽
ス
ロ
ー
ガ
ン
︾

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ

う「顔
で
つ
な
が
り
、
声
で
つ
な
が

　

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」は
、「
路

線
維
持
に
関
す
る
基
準
」に
基
づ

き
、
1
年
間
の
利
用
実
績
を
評
価

し
、
次
年
度
の
運
行
計
画
を
見
直

す
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
11
路
線
19
系
統
の

う
ち
最
低
需
要
基
準
で
あ
る
１
便

当
た
り
1
人
を
超
え
る
利
用
が
な

く
、
か
つ
、
通
園
通
学
に
利
用
さ

れ
て
い
な
い
2
路
線
4
系
統（
宇う

日ひ

日ひ

和よ
り

山や
ま

線
、
合
橋
線
、
但
東

清
滝
線
、
坂
野
東
里
線
）は
、
4

月
１
日
か
ら
路
線
を
廃
止
し
ま

す
。
他
の
路
線
も
、
収
支
率
20
パ

ー
セ
ン
ト
を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
運
行
回
数
の
削
減
な
ど
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
内
11
会

場
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
野
南
線
で
は
、
3
月

15
日
か
ら
新
車
両
の
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
路
線
は
、
多
雪
地
域
で
道

路
が
急
勾こ

う

配ば
い

の
地
点
が
あ
る
た
め
、

四
輪
駆
動
車
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

し
て
い
ま
す
。

　

車
両
の
出
入
口
に
は
、
自
動
補

助
ス
テ
ッ
プ
を
装
備
し
、
手
す
り

を
両
側
に
設
置
し
て
、
高
齢
者
や

子
ど
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
車
体
に
は
、
竹

▲設立総会で力強い活動を誓う
▲ピカピカのラッピング車

青
少
年
健
全
育
成
に
向
け
て

「
子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」設
立

乗
っ
て
守
ろ
う
公
共
交
通

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」の
運
行
計
画
の
見
直
し
と
新
車
両
の
導
入

り
、
心
で
つ
な
が
る
」

野
川
を
遡そ

上じ
ょ
う

す
る「
ア
ユ
」や「
ヤ

マ
セ
ミ
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
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時じ

代だ
い

雛び
な

人
形
特
別
展

昔
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に

ま
ち
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま

城 崎城 崎

竹
野
保
育
園「
防
犯
訓
練｣

い
か

4

4

な
い･

の4

ら
な
い･

お4

お
ご
え
を

だ
す･

す4

ぐ
に
げ
る･

し4

ら
せ
る

竹 野竹 野

港
か
る
た
切
り
絵
原
画
展

い
に
し
え
か
ら
現
代
ま
で
の

港
地
区
百
科
事
典

豊 岡豊 岡

▲あでやかなおひなさまの姿に感激する訪問客たち

　

3
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、

港
か
る
た
切
り
絵
原
画
展（
港
地
区
公
民
館
主
催
）を

開
催
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
海
路
拠
点
で
あ
る
港
地
区
は
、
大
陸
文

化
も
取
り
入
れ
た
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
と
、
2
年
か
け

て
港
か
る
た
を
作
り
ま
し
た
。
か
る
た
の
片
面
は
地

元
切
り
絵
作
家
の
原
画
を
区
民
が
切
っ
た
絵
札
、
も

う
片
面
は
地
元
書
家
に
よ
る
字
札
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
場
者
の
宮
代
裕
美
さ
ん（
瀬
戸
）は
、「
地
区
住
民

と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
地
区
の

歴
史
・
文
化
を
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

時
代
雛
人
形
特
別
展
が
、
土
産
物
店
花か

兆ち
ょ
う

庵あ
ん（
城

崎
町
湯
島
）で
4
月
3
日
ま
で
、開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
形
展
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の

28
組
、
約
1
0
0
体
の
お
ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ
て
お

り
、「
麦
わ
ら
細
工
雛
」や「
お
籠か
ご

雛
」、「
享き
ょ
う

保ほ

雛
」、「
百

歳
雛
」な
ど
、
豪
華
で
美
し
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
お
ひ
な
さ
ま
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

店
主
の
森も
り

貞さ
だ

淳
一
さ
ん
は「
和
風
の
ま
ち
に
似
合

う
の
で
、
毎
年
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
、

入
場
無
料
で
実
施
。
観
光
客
も
多
く
訪
れ
ま
す
。

　

神
戸
市
か
ら
訪
れ
た
松
嶋
朝
子
さ
ん
は「
お
ひ
な

さ
ま
の
顔
の
表
情
が
豊
か
で
、
一
緒
に
歌
を
歌
い
た

く
な
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
、
竹
野
保
育
園（
竹
野
町
竹
野
）で
、
豊

岡
北
警
察
署
と
共
同
で
防
犯
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
園
内
に
侵
入
し
た
不
審
者
へ
の
対
応
を

訓
練
す
る
も
の
で
、
不
審
者
役
が
登
場
す
る
と
、
先

生
は
園
に
入
れ
な
い
よ
う
時
間
稼
ぎ
を
し
、
園
児
は

他
の
先
生
の
誘
導
で
別
室
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の

間
に
、
園
か
ら
の
通
報
で
、
駆
け
付
け
た
お
ま
わ
り

さ
ん
が
、
不
審
者
役
を
取
り
押
さ
え
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
訓
練
中
は
怖
が
る
子
も
い
ま
し
た
が
、

先
生
の
指
示
ど
お
り
う
ま
く
行
動
で
き
ま
し
た
。
お

ま
わ
り
さ
ん
に「
知
ら
な
い
人
に
は『
い
か
･
の
･
お

･
す
･
し
』を
守
れ
る
か
な
」と
聞
か
れ
る
と
、「
ハ
ー

イ
」と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲切り絵にまつわる物語を地域住民から聞きながら鑑賞
する来場者たち

▲｢いか･の･お･す･し｣？知ってまぁす！
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た
ん
と
う
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら

自
然
を
満
喫

但 東但 東

神
鍋
高
原
ス
ノ
ー
ド
リ
ー
ム

楽
し
い
ト
ー
ク
と
ラ
イ
ブ
で

道
の
駅
は
大
騒
ぎ
‼

日 高日 高

城
崎
ゆ
か
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
０

和
の
情
緒
漂
う
出
石
永
楽
館
で

日
本
一ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
城
崎
を
Ｐ
Ｒ

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲スペシャルライブで美声を披露する谷　五郎さ　
んらラジオ関西パーソナリティーの皆さん

　

2
月
20
日
、
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」（
日
高
町
栗
栖

野
）で
、
神
鍋
高
原
ス
ノ
ー
ド
リ
ー
ム
が
、
神
鍋
観

光
協
会
の
企
画
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
ラ
ジ
オ
関
西
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
行

く
バ
ス
ツ
ア
ー
」も
開
催
さ
れ
、神
戸
・
大
阪
方
面
か

ら
約
80
人
が
バ
ス
2
台
で
神
鍋
高
原
を
訪
れ
、ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
4
時
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、道
の
駅「
神

鍋
高
原
」は
、
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
石
市
か
ら
家
族
で
参
加
し
た
西
田
明
子
さ
ん
は

「
今
日
は
ス
キ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
雪
も
景
色
も

良
く
、楽
し
め
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲草木が芽吹く大自然の山の中を頑張って登る参加者たち

　

3
月
6
日
、
但
東
町
平
田
か
ら
、
子
ど
も
自
然
村
、

郷ご
う

路ろ

林
道
、
般は
ん

若に
ゃ

峠と
う
げ

を
経
て
、
正
法
寺
ま
で
の
約
10

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
、「
た
ん
と
う
か
ん
じ

き
ウ
ォ
ー
ク
」（
但
東
町
体
育
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

雪
が
な
く
、
か
ん
じ
き
を
使
わ
な
い
ウ
ォ
ー
ク
と

な
り
ま
し
た
が
、
草
木
が
芽
吹
く
中
、
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。
昼
食
に
は
カ
ー
ト
ン
ド
ッ
ク（
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
を
牛
乳
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
焼
い
た
も
の
）を

作
り
、
鍋
と
と
も
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
細
見
紀
美
子
さ
ん（
但
東
町
南
尾
）は

「
途
中
に
弱
音
を
吐
い
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
歩
け
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
9
日
、
出
石
永
楽
館
で
、
城
崎
ゆ
か
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
2
0
1
0（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
催

さ
れ
、
約
2
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
日
本
一
ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
城
崎
」

の
魅
力
や
ゆ
か
た
の
素
晴
ら
し
さ
を
幅
広
く
発
信
し
、

観
光
客
増
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
有
名
読
者
モ
デ
ル
や
、
城
崎
温
泉
の
若わ
か

旦だ
ん

那な

と
仲
居
モ
デ
ル
に
よ
る
ゆ
か
た
＆
豊
岡
カ
バ
ン

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
出
石
永
楽
館

と
ゆ
か
た
と
の
和
の
共
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
が
、
観
客
の
目
を
釘
付
け

に
し
て
い
ま
し
た
。
同
実
行
委
員
長
の
谷
山
正
利
さ

ん
（
城
崎
町
湯
島
）は
、「
旅
行
文
化
の
希
薄
な
若
年

層
に
働
き
掛
け
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲｢かわいいー｣と声援が飛んでいた雑誌の有名読者モデ
ルによるステージ
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お
か
あ
さ
ん
1
0
0
選
に

　
「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
、
お
上
が

り
く
だ
さ
い
。
囲
炉
裏
を
囲
ん

で
は
ど
う
で
す
か
」と
話
す
の
は
、

農
家
民
宿「
善ぜ
ん

」で
切
り
盛
り
す
る

佐
古
明
美
さ
ん
。

　

佐
古
さ
ん
は
、
2
月
23
日
、
農

林
水
産
省
な
ど
の「
農
林
漁
家
民

宿
お
か
あ
さ
ん
1
0
0
選
」に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
但
馬
地
域
で
は
、

初
め
て
で
す
。

　

こ
の
1
0
0
選
は
、
農
林
漁
家

民
宿
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
自
身
の
民
宿
経
営
に

成
功
し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
女
性
1
0
0
人
が
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

佐
古
さ
ん
は「
ほ
か
に
も
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
あ
る
の
に
、
私

が
選
ば
れ
、
そ
ん
な
器
で
は
な
い

の
で
す
が
」と
控
え
め
に
話
し
ま
す
。

夫
の
夢「
農
家
民
宿
」を
支
え
て

　

こ
の
農
家
民
宿
は
、
築
1
0
0

年
の
古
民
家
を
夫
の
善
次
郎
さ
ん

が
手
作
り
で
改
装
し
た
も
の
で
、

平
成
15
年
12
月
に
、
県
内
で
初
め

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

佐
古
さ
ん
は
、
善
次
郎
さ
ん

と
家
業
の
織
物
業
を
20
年
以
上
続

け
て
い
る
中
、
4
人
の
子
ど
も
も

独
立
し
、
善
次
郎
さ
ん
か

ら
民
宿
へ
の
転
業
を
持
ち

掛
け
ら
れ
ま
す
。「
客
商
売

を
す
る
の
は
嫌
だ
っ
た
が
、

生
活
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。人
生
は
１
度

な
の
で
、
夫
の
夢
を
か
な

え
、支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
、
夫
の
半
年
掛
か
り
の
説
得
に

折
れ
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

癒
し
た
り
、
癒
さ
れ
た
り

　

お
客
さ
ん
は
、
毎
年
や
隔
年
で

訪
れ
る
家
族
連
れ
な
ど
が
多
く
、

中
に
は
、
年
4
回
、
四
季
ご
と
に

訪
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

　

佐
古
さ
ん
は
お
客
さ
ん
に「
お

母
さ
ん
」と
呼
ば
れ
、「
た
だ
い
ま
」、

「
お
帰
り
」と
話
す
、
親
戚
が
里
帰

り
す
る
よ
う
な
仲
で
す
。

　

お
客
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
、
佐
古
さ
ん
は「
疲

れ
が
た
ま
っ
て
、
ほ
っ
と
し
た
場

所
を
探
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
お
客
さ
ん
と
会
話
す
る

こ
と
で
、
癒
し
た
り
、
癒
さ
れ
た

り
。
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
、

私
の
方
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
命

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま
す
」と

話
し
ま
す
。

　

民
宿
に
は
、
お
客
さ
ん
が
記
入

　

但
東
地
域
で
、農
家
民
宿
を
切
り
盛
り
し
、「
農
林
漁
家
民

宿
お
か
あ
さ
ん
1
0
0
選
」に
認
定
さ
れ
た
元
気
な
女
性
を

紹
介
し
ま
す
。

佐
古
明
美
さ
ん（
57
歳
）但
東
町
奥
藤

農
家
民
宿
で
お
客
さ
ん
を

自
然
体
の
お
も
て
な
し
で
癒い
や
す
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

お客さんを待つ佐古夫婦サイン帳や手紙など

かまど炊きをする佐古さん

し
た
サ
イ
ン
帳
や
手
紙
な
ど
が
並

ん
で
お
り
、「
お
母
さ
ん
ま
た
明
日

か
ら
頑
張
る
ね
」、「
癒
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
来
ま
す
」な
ど
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

佐
古
さ
ん
は「
こ
れ
は
私
の
宝

で
、
励
み
に
な
り
ま
す
。
気
取
ら

ず
そ
の
ま
ま
で
、
細
く
長
く
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

農
家
民
宿
が
増
え
て
ほ
し
い

　

民
宿
で
は
、
地
元
の
野
菜
な
ど

で
も
て
な
す
農
家
料
理
が
売
り
で
、

か
ま
ど
で
炊
く
古
代
米
の
ご
飯
の

香
り
が
立
ち
込
め
ま
す
。

　

佐
古
さ
ん
は「
自
然
の
も
の
を

使
っ
て
、
自
然
体
の
お
も
て
な
し

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
も
っ
と
民

宿
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
経
験
者
と
し
て
民
宿
を
し
た

い
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
た

い
」と
話
し
、お
客
さ
ん
を
迎
え
入

れ
る
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲農家民宿で切り盛りする佐
古さん。趣味は、ジョギング、
手芸、旅行

広報とよおか　2010.3.25 28



　

但
東
地
域
の
西
に
位
置
す
る
合

橋
幼
稚
園
は
、
付
近
を
流
れ
る
出

石
川
や
周
囲
の
山
々
な
ど
、
自
然

の
息
吹
を
感
じ
る
の
ど
か
な
場
所

で
す
。

　

3
月
2
日
、ひ
な
ま
つ
り
を
次

の
日
に
控
え
、「
お
ひ
な
さ
ま
作

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

な
ぜ
、お
ひ
な
さ
ま
を
飾
る
の
？

　

先
生
が
紙
芝
居
で「
お
ひ
な
さ

ま
は
、
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
健
康
と
幸
せ
を
祈
っ
て
飾

る
の
で
す
」と
、

流
し
び
な
の
由

来
か
ら
お
ひ
な

さ
ま
を
飾
る
こ

と
に
な

っ
た
話

を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
園
に
は
お
ひ
な
さ
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

園
児
た
ち
は
、
大
切
に
保
管
し

て
い
た
給
食
の
ゼ
リ
ー
の
容
器
と

折
り
紙
を
使
っ
て
、
お
ひ
な
さ
ま

作
り
を
始
め
ま
し
た
。

か
わ
い
い
顔
！

�
か
っ
こ
い
い
顔
‼

　

ま
ず
、
肌
色
の
色
紙
に
マ
ジ
ッ

ク
で
顔
を
書
い
て
い
き
ま
す
。

　
「
か
わ
い
い
ー
」

「
見
て
ほ
ら
！
」

「
イ
ケ
面
や
！
」

な
ど
と
言
い
な

が
ら
、
表
情
豊

か
な
顔
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
作
る
よ
！

�

自
分
だ
け
の
お
ひ
な
さ
ま

　

顔
が
で
き
る

と
、
給
食
の
ゼ

リ
ー
の
容
器
に

貼
り
付
け
、
冠
を

付
け
ま
す
。
そ
し

て
、
色
紙
を
着
物
に
見
立
て
て
巻

き
付
け
、
模
様
を
付
け
て
完
成
で

す
。

　

紙
芝
居

に
描
か
れ

た
お
ひ
な

さ
ま
を
何

度
も
見
な
が

ら
、
自
分
だ
け
の

お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
、楽
し
み
だ
ね
！

　

完
成
し
た
お
ひ
な
さ

ま
は
、
ひ
な
壇だ
ん

に
飾
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
お
内だ
い

裏り

さ
〜
ま
と
、

お
ひ
な
さ
ま
〜
」と
口

ず
さ
む
ほ
ど
、
園
児
た

ち
は
自
分
の
作
っ
た
お
ひ
な
さ
ま

に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

ひ
な
壇
に
11
組
22
体
の
お
ひ
な

さ
ま
が
並
び
ま
し
た
。上
手
く
い
か

ず
、
途
中
で

嫌
に
な
っ
た

こ
と
も
、
こ

の
お
ひ
な

さ
ま
の
姿

を
見
る
と

「
あ
き
ら
め

な
く
て
良
か
っ
た
」と
思
え
ま
す
。

　

翌
日
の
ひ
な
ま
つ
り
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
字
数
で
人ひ

間と

の
喜こ

こ

ろ

怒
哀
楽
を
詠う
た

う
！

『
川
柳｢

弘
道｣

』（
出
石
）

　
「
人ひ

間と

の
生
き
ざ
ま
を
詠よ

む
、

そ
れ
が
川
柳
」

　

会
員
11
人
の
こ
の
会
は
、毎
月
１

回
、木
谷
盛
男
さ
ん（
京
町
）を
講
師

に
、弘
道
地
区
公
民
館（
出
石
町
内

町
）で
、
川
柳
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

五
・
七
・
五
の
17
音
で
詠
ま
れ
る

川
柳
は
、
世
界
で
一
番
短
い
定
型

詩
の
一
つ
で
す
。
同

じ
17
音
で
も
、
俳
句

と
は
異
な
り
、
自
ら

の
実
体
験
や
感
じ
た

ま
ま
を
発
想
に
結
び

つ
け
て
表
現
し
ま
す
。

　

日
本
語
の
持
つ
一

行
詩
の
美
し
さ
、
素

晴
ら
し
さ（
姿
、リ
ズ

ム
、そ
し
て
心
）を
表

現
す
る
こ
と
が
川
柳
の
醍だ
い

醐ご

味み

で

も
あ
り
、命
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ん

は
、
活
動
日
当
日
に
与
え
ら
れ
る

「
席
題
」で
句
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

事
前
に
与
え
ら
れ
た「
兼
題
」に
掛

か
る
句
を
短
冊
に
書
い
て
提
出
し

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
選せ
ん

者じ
ゃ（
句
を

選
考
す
る
人
）が
披ひ

講こ
う（

読
み
上
げ

て
披
露
す
る
）し
、
作
者
自
ら
が

呼
名（
名
乗
る
）し
ま
す
。
選
者
の

力
量
が
試
さ
れ
る
時
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
は
、
活
動

日
以
外
に
も
、
各
地
で
開
催
さ
れ

る
川
柳
大
会
な
ど
に
出
掛
け
、
切

磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。「
挑
戦
す
る

心
」の
表
れ
で
す
。

　

代
表
の
井
狩
ふ
さ
子
さ
ん（
出

石
町
魚
屋
）は「
全
員
が
、

仕
事
と
両
立
し
な
が
ら
川

柳
に
対
し
て
前
向
き
に
、

自
分
の
思
い
を
詠
ん
で
い

ま
す
。
川
柳
は
柔
ら
か
い

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
一
歩

踏
み
込
め
ば
奥
の
深
い
自

分
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
で
き
、
今
以
上
に
川
柳

大
会
に
も
挑
戦
し
、
長
く
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

面
白
お
か
し
く
詠う
た

え
ば
い
い
と

思
わ
れ
が
ち
な
川
柳
で
す
が
、
真

実
を
と
ら
え
た
句
こ
そ
が
、
結
果

的
に
、
自
然
な
く
す
ぐ
り
を
誘
っ

て
い
る
の
で
す
。

『
響
き
合
う
十
七
音
の
友
が
い
る
』

　

興
味
の
あ
る
方
は
入
会
を
。
井

狩
さ
ん（
☎
52
－
2
2
2
3
）ま
で
。

合
橋
幼
稚
園
（
但
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
11
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

③

▲人間の内面を詠う川柳
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
12

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
は
、
消
費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ

（
仮
想
店
舗
）を
見
て
、
買
い
た
い

も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
画
面
上
や

電
子
メ
ー
ル
で
注
文
し
、
代
金
は

商
品
と
引
換
え
や
振
込
み
、
ま
た

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
う

も
の
で
、
電
子
商
取
引
に
当
た
り
、

特
定
商
取
引
法
の
通
信
販
売
に
該

当
し
ま
す
。

●
特
定
商
取
引
法
の
表
示
義
務
を

　
　
　
　

守
っ
て
い
る
業
者
か
？

　

事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

告
に
は
、
次
の
よ
う
な
表
示
義
務

が
あ
り
ま
す
。

・
販
売
価
格

・
送
料

・
代
金
の
支
払
時
期
お
よ
び
方
法

・
商
品
な
ど
の
引
渡
時
期

・
商
品
な
ど
の
返
品
の
可
否
と
条
件

・
販
売
業
者
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
代
表
責
任
者
名

●
自
分
に
合
っ
た

　
　
　
　
　

シ
ョ
ッ
プ
と
出
合
う

　

商
品
の
購
入
時
に
、
ど
の
店
が

い
く
ら
で
販
売
し
て
い
る
の
か
、

一
目
で
分
か
る「
価
格
比
較
サ
イ

ト
」と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
一
番
安
い
値
段
を
付
け

て
い
る
店
で
注
文
し
が
ち
で
す
が
、

返
品
条
件
や
納
期
、
支
払
方
法
な

ど
、
各
店
で
取
引
条
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
確

認
し
て
取
引
き
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
契
約
の
成
立
時
期
は
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
子

的
な
方
法
で
の
契
約
は
、
瞬
時
に

意
思
が
到
達
す
る
た
め
、
契
約
成

立
時
期
を
、
売
主
の
承
諾
通
知
が

買
主
に
到
達
し
た
時
点
と
し
て
い

ま
す
。

●
代
金
を
支
払
っ
た
の
に

　
　
　
　
　
　

商
品
が
届
か
な
い

　

支
払
方
法
が
代
金
先
払
い
し
か

な
い
場
合
や
、
注
文
か
ら
商
品
発

送
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
場
合
は

要
注
意
で
す
。
待
っ
て
い

る
間
に
連
絡
が
取
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
前
払
い
の
場
合
は
、
被
害

に
遭
う
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
ア
ド
レ
ス
だ
け
で
は
業

者
の
実
際
の
所
在
は
分
か
ら
ず
、

追
求
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

●
返
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

注
文
者
の
返
品
に
は
、
届
い
た

商
品
が
違
う
、壊
れ
て
い
る
、イ

メ
ー
ジ
が
違
う
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

返
品
の
可
否
や
そ
の
条
件
は
、

サ
イ
ト
上
に
表
示
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
取
引
前
に
必
ず
確

認
く
だ
さ
い
。
そ
の

記
載
が
な
い
場
合
は
、

8
日
間
、
送
料
消
費

者
負
担
で
返
品
が
で
き
ま
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
？

・
取
引
き
前
に
相
手
の
身
元
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
支
払
手
段
が
前
払
い
の
業
者
は

　

避
け
ま
し
ょ
う
。

・
海
外
と
の
取
引
き
は
交
渉
が
と
て

も
困
難
な
の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

シ
ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
業
者
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
広
告
画
面
、申
込
画
面
、申

込
確
認
画
面
を
確
認
し
、
デ
ー

タ
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
く
ら
し
の
相
談
室
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道
6

目
指
せ
登
録
！ 
〜
ラ
ム
サ
ル
君
の
夢
〜

ラ
ム
サ
ル
君
が
語
る

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

道道道最
終
回

ラムサル君の夢は、私たちの夢。早期実現を目指します！
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さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
エ

コ
に
関
す
る
意
識
が
高
く
、
エ
コ

通
勤
を
積
極
的
に
推
進
す
る
事
業

所
を
認
定
す
る
制
度
で
、
県
内
で

は
2
番
目
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
乗
っ
て
守
ろ
う

公
共
交
通
」を
合
言
葉
に
、み
ん
な

で
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

障
害
者
ら
が
働
く
作
業
所
な
ど

で
作
ら
れ
た
お
菓
子
の
味
や
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト「
ス

イ
ー
ツ
甲
子
園
」が
、
2
月
27
日
に

神
戸
市
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
と

よ
お
か
作
業
所　

郷さ
と

・
と
ー
ぷ（
若

松
町
）が
出
品
し
た「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
コ
ー
ち
ゃ
ん
ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ 

コ

ウ
ノ
ト
リ
み
つ
け
て
き
ま
し
た
」が
、

最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

ま
し
た
。

■
功
労
章

▽
日ひ

生う

下け

愼し
ん

一い
ち（
城
崎
町
湯
島
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
成
田
安
浩（
日
高
町
久
斗
）

▽
松
嶋
義
則（
出
石
町
上
野
）

▽
宮
下　

晃（
吉
井
）

▽
山
尾
松
夫（
竹
野
町
椒
）

■
功
績
章

▽
河
口　

清（
清
冷
寺
）

▽
田
中
徳
夫（
但
東
町
天
谷
）

■
精
積
章

▽
青
田
彌や

一い
ち

郎ろ
う（
一
日
市
）

▽
坂
本
伸の
ぶ

和か
ず（
出
石
町
町
分
）

▽
田
沼　

徹（
日
高
町
万
劫
）

▽
西
村
正
明（
城
崎
町
湯
島
）

▽
山
尾
松
夫（
竹
野
町
椒
）

■
勤
続
章

▽
井
原
和
四
郎（
竹
野
町
河
内
）

▽
桑く
わ

田だ　

均（
但
東
町
平
田
）

▽
坂
本
伸
和（
出
石
町
町
分
）

▽
田
中
秀
樹（
城
崎
町
湯
島
）

▽
細
田　

優ま
さ
る（
大
篠
岡
）

▽
宮
垣
博
文（
但
東
町

　

中
山
）

■
中
央
審
査
入
選
3
等

▽
田
原
真ま

生い（
出
石
中
3
年
）

■
全
国
優
秀
賞

▽
田
渕
彩
音（
豊
岡
北
中
3
年
）

■
奨
励
賞

▽
新
田
幼
・
小
P
T
A「
新
田
環

境
会
議
2
0
0
9
」

■
農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
長
賞

　
「
国
産
農
林
産
品
利
用
部
門
」

▽
フ
ク
ノ
ハ
ナ「
酒さ
か

種だ
ね

ま
ん
じ
ゅ
う
」

　
〔（
有
）湖
月
堂
〕

　

昨
年
10
月
か
ら
eイー
通
勤
を
本
格

実
施
し
て
い
る
豊
岡
市
役
所
が
、

「
エ
コ
通
勤
優
良
事
業
所
」に
認
定

と
よ
お
か
作
業
所
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
コ
ー
ち
ゃ
ん
ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ

コ
ウ
ノ
ト
リ
み
つ
け
て
き
ま
し
た
」

が
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

　

２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆
歌

や
ダ
ン
ス
が
大
好
き
な
美
桜
。元
気

で
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♡

（
父 

武
・
母 

麻
美
、出
石
町
町
分)

　

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
た
ね
♡
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ぼ
う
ね
!!

（
父 

哲
也
・
母 

裕
子
、滝)

浅田恵
めぐ

璃
り

ちゃん
（平成20年2月8日生)

野本美
み

桜
お

ちゃん
（平成20年2月24日生）

　

２
歳
に
な
っ
た
ね
。ち
ゃ
ら
け
顔
の

か
わ
い
い
蒼
ち
ゃ
ん
。い
つ
も
笑
顔
で

癒
し
て
く
れ
る
。大
き
く
な
あ
れ
！

（
父 

祐
介
・
母 

友
美
、日
高
町
道
場)

飯田蒼
そう

埜
や

ちゃん
（平成20年2月21日生)

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

何
で
も
食
べ
る
く
い
し
ん
ぼ
う
あ

み
ち
ゃ
ん
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
育
っ
て
ね
！

（
父 

武
志
・
母 

理
絵
、日
高
町
宵
田)

太田あみちゃん
（平成21年1月6日生)

　

お
誕
生
日
、お
め
で
と
う
♡
こ
れ

か
ら
も
、元
気
い
っ
ぱ
い
お
っ
き
く

な
ぁ
れ
！

（
父 

稔
・
母 

真
寿
美
、伏)

柳本幸
こ

来
こ

ちゃん
（平成21年2月26日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消
防
庁
長
官
表
彰

平
成
21
年
度

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

▲「コーちゃん」をかたどった
3種のミニカステラ（右はパ
ッケージデザイン）

第
62
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

第
53
回
日
本
学
生
科
学
賞

第
24
回
兵
庫
県
内
小
・
中
学
校

P
T
A
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
21
年
度
優
良
ふ
る
さ
と

食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル

豊
岡
市
役
所
が「
エ
コ
通
勤
優
良

事
業
所
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日（
火
）〜
15
日（
木
）

■
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

○
運
転
者
・
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、

後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
、

シ
ー
ト
ベル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
乳
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
自
転
車
は
、
車
道
・
左
側
通
行

が
原
則
で
す
。
歩
道
を
走
る
と

き
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
、
2
人
乗
り
、
並
進
、

携
帯
電
話
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
使

　

用
は
禁
止
で
す
。

・
夜
間
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
、
信

号
と
一
時
停
止
を

遵
守
し
、
安
全
確

認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
追
放「
3
な
い
運
動
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

②
運
転
す
る
と
き
は
酒
を
飲
ま
な
い
。

③
運
転
す
る
方
に
は
、
酒
を
飲
ま

　

せ
な
い
。

■
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

　

車
両
運
転
者
は
早
め
の
ラ
イ
ト 

点
灯
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者

は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
タ
ス
キ

の
着
用
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
交
通
安
全
大
会

▽
日
時　

4
月
5
日（
月
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

市
民
会
館　

3
階　

ギ
ャ

ラ
リ
ー（
立
野
町
）

▽
内
容　

高
齢
者
交
通
安
全
教
育

隊（
ス
タ
ウ
ス
）に
よ
る
安
全
教

室
な
ど

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

催　

し

期　

間

第
8
回
城
崎
温
泉
流
し
び
な

　

市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
で
す
。流

し
び
な
は
、当
日
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
付
属
の
短
冊
に
願
い
事

を
記
入
し
、
流
し
び
な
を
流
し
た

方
に
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す（
数
に
制
限
あ
り
）。

甘
酒
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

4
月
4
日（
日
）午
前
10

時
30
分
〜　

※
雨
天
順
延

▽
場
所　

城
崎
温
泉
街　

一
の
湯

付
近

▽
問
合
せ　

城
崎
町
商
工
会

　

☎
32
－
4
4
1
1

　

恒
例
の「
豊
岡
の
春
ま
つ
り
」と
、

今
年
が
初
め
て
と
な
る
菓か

祖そ

田た

道じ

間ま

守も
り

の
ふ
る
さ
と
豊
岡
に
ち
な
ん

豊
岡
の
春
ま
つ
り
＆

豊
岡
菓
子
フ
ェ
ス
タ

だ「
豊
岡
菓
子
フ
ェ
ス
タ
」を
同
時

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

4
月
4
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

市
役
所
前
駐
車
場

▽
内
容　

・
豊
岡
の
銘
菓
大
集
合
…
豊
岡
銘

菓
を
野
点
の
抹
茶
付
き
で
味
わ

え
ま
す（
2
0
0
円
で
20
種
類
以
上

か
ら
3
個
選
択
、先
着
3
0
0
人
）

・
お
菓
子
の
販
売（
実
演
も
あ
り
）

・
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト（
午
前
10
時

〜
、午
後
2
時
〜
、計
3
0
0
人
）

・
各
種
バ
ザ
ー
、
こ
ど
も
広
場

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト

・
豊
岡
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
…

コ
ー
ち
ゃ
ん
、
オ
ー
ち
ゃ
ん
、

玄
さ
ん
、
サ
ン
ス
ト
ち
ゃ
ん

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ッ
グ

づ
く
り
体
験

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー（
完
歩
者
先
着

1
、0
0
0
人
に「
コ
ー
ち
ゃ
ん

ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ
」プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
商
工
会
議
所

　

☎
22
－
4
4
5
6
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第
7
回
桜
づ
つ
み
観か
ん

桜お
う

会え

　

琴
や
尺
八
の
音
を
聞
き

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

4
月
11
日（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
3
時（
予
定
）

▽
会
場　

国
府
ふ
れ
あ
い
公
園（
日

高
町
野
々
庄
）

▽
内
容　

お
茶
会（
お
茶
券
…
前
売

り
2
5
0
円
、当
日
3
0
0
円
）、

歌
会
、
和
楽
器
演
奏
、
神
鍋
温

泉
の
足
湯
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

▽
そ
の
他　

○
前
日
の
夜
は
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
行あ
ん

灯ど
ん

を
灯
し
て
い
ま
す

の
で
、
夜
桜
見
物
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
詳
細
は
、国
府
地
区
公
民
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://w

w
w

3.city.toyooka.lg.
　

jp/kokufuchiku-cc/index.htm
▽
問
合
せ　

国
府
地
区
公
民
館　

☎
42
－
5
2
4
4

豊
岡
市
日
高
消
防
団

消
防
初
出
式

▽
日
時　
4
月
4
日（
日
）午
前
9
時
〜

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所
前
駐
車

場（
日
高
町
祢に
ょ
う布
）

▽
内
容　

表
彰
式
、
分
列
行
進
、

一
斉
放
水

※
4
月
3
日（
土
）午
前
8
時
〜
4

日（
日
）正
午
ま
で
、
日
高
総
合

支
所
前
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
4
月
4
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午
ま
で
、
総
合
支
所
前

の
市
道
を
車
両
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
総
務

課
☎
21
－
9
0
5
2

L
D（
発
達
障
害
）・
A
D
H
D

（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）等

の
た
め
の
基
礎
と
実
践
講
演
会

▽
日
時　

4
月
18
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付 

正
午
〜
）

▽
場
所　

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

（
立
野
町
）

▽
対
象　

教
員
、
保
育
士
、
施
設

職
員
、
福
祉
・
医
療
関
係
者
、

保
護
者
、
学
生
な
ど

▽
テ
ー
マ
・
講
師　

○
幼
児
期
・
学
童
期
へ
の
具
体
的
な

関
わ
り
方
・
熊く
ま

谷が
い

真
由
美
さ
ん

○
青
年
期
へ
の
具
体
的
な
関
わ
り

方
・
清
水
政
子
さ
ん

○
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

に
お
け
る
発
達
障
害
へ
の
教
育

的
支
援
・
大
阪
教
育
大
学
教
授

　

竹
田
契
一
さ
ん

▽
定
員　

1
、0
0
0
人

※
一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
☎
24
－
2
8
0
0

募　

集

「
古
文
書
講
座
」受
講
生
募
集

あ
り
が
と
う〝
旧
円
山
川
橋き
ょ
う
り
ょ
う梁
〟

お
わ
か
れ
乗
車（
臨
時
列
車
）

▽
日
時　

毎
月
第
3
日
曜
日
〔
第

1
回
は
4
月
18
日（
日
）。
平
成

23
年
2
月
の
み
13
日（
日
）〕

▽
日
程　

4
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

Ｋ
Ｔ
Ｒ
豊
岡
駅
午
後
0
時
50
分

発
〜
久
美
浜
〜
豊
岡
駅
午
後
1

時
35
分
着（
予
定
）各
日
1
往
復

※
円
山
川
橋
梁
上
を
最
徐
行
し
ま
す
。

▽
車
両　
「
タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」

車
両
2
両
編
成

▽
運
賃　

片
道
2
8
0
円（
大
人
）

※
お
わ
か
れ
乗
車
証
明
書
を
発
行

※
申
込
不
要

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱

　

☎
0
7
7
3
－
24
－
2
5
1
0

・
初
級　

午
後
1
時
20
分
〜
2
時

50
分（
初
め
て
の
受
講
の
方
は
、

初
回
午
後
0
時
30
分
〜
）

・
中
級　

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚
講
演
室（
京
町
）

▽
内
容　

古
文
書
史
料
を 

活
用
し
た
読
解
な
ど

▽
講
師　

山
口
久ひ
さ

喜き

さ
ん

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

4
月
17
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

「
城
崎
文
学
散
歩
」参
加
者
募
集

　

円
山
川
下
流
の
文
学
や
城
崎
地

域
に
点
在
す
る
文
学
碑
を
教
材
に
、

野
外
読
書
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
8
日（
土
）・
7
月

10
日（
土
）・
9
月
4
日（
土
）・
11

月
13
日（
土
）・
12
月
11
日（
土
）

の
全
5
回
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

城
崎
地
区
公
民
館　

会

議
室（
城
崎
町
桃
島
）

▽
参
加
費　

無
料（
た
だ
し
、ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
な
ど
の
実
費
負
担
あ
り
）

▽
申
込
期
限　

4
月
17
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
城

崎
分
館
☎
21
－
9
0
7
2
ま
た
は

城
崎
地
区
公
民
館
☎
21
－
9
0
7
1
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出
石
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
教
室
会
員
募
集

☎
52ｰ

5
5
1
1

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
企
画
展

コ
ー
ナ
ー
出
展
者
募
集

▽
出
展
期
間　

1
カ
月
以
内

※
市
主
催
事
業
な
ど
で
使
用
す
る

期
間
は
除
く
。

▽
対
象　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
、
豊
岡
の
文
化
・

歴
史
・
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
、
環
境
と

経
済
の
共
鳴
を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
、
営
利
活
動
を
伴

わ
な
い
も
の

▽
出
展
料　

無
料

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

（
祥
雲
寺
）☎
23
－
7
7
5
0

※
親
子
…
乳
幼
児
1
人
と
保
護
者

1
人（
ラ
ッ
コ
、
ア
ヒ
ル
、
ア
ク

ア
＆
ス
イ
ミ
ン
グ
）

※
高
齢
者
…
65
歳
以
上

※
子
ど
も
…
中
学
生
以
下

カ
ブ
ト
ム
シ
探
検
隊
パ
ー
ト
Ⅰ

参
加
者
募
集

▽
日
時　

5
月
2
日（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
2
時　

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷（
養

父
市
）

▽
内
容　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
探

し
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

▽
参
加
費　

1
、0
0
0
円（
付
き

添
い
は
無
料
）

▽
定
員　

5
0
0
人（
先
着
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
、
保
護
者

が
同
伴
く
だ
さ
い
。

○ラッコ（生後６カ月〜４歳）…乳幼児と
保護者を対象に、安心して水と遊ぶ楽
しさを覚え、丈夫な体をつくります。

○あひる（２歳〜４歳）…水遊びを中心と
し「水が大好きになる」ことをテーマに、
同年齢の子どもとの遊びを体験します。

○ペンギン（３歳〜６歳）
○メダカ（４歳〜６歳）…この時期の成長

に合わせ水に慣れることから水泳の基
本を段階的に優しく指導します。

○ジュニアⅠ（５歳〜小学３年生）
○ジュニアⅡ（小・中学生）…身体の成長

期に無理なく４泳法を習得します。その
中で上達の喜び、困難を乗り越える強
い心を育てます。

○いるか（小・中学生）…４泳法の上達を
目指すコースです。より速くよりきれいに
泳ぎ、タイムアップを目指します。

○くじら（小・中学生）…水慣れから始め、
楽しく泳法を習得します。

○スイミング…泳げるようになりたい！きれ
いに泳ぎたい！ストレス解消！運動不足
解消！健康と体力増進をお手伝いします。

○らくらく ウォーキング
○ジョイフル ウォーキング…腰痛や膝

痛、生活習慣病の改善・予防に最適とそ
の効果が注目されている水中運動。音
楽に合わせて無理なく全身を使い、さま
ざまな要素を取り入れたレッスンをします。

○アクア＆スイム…アクアビクスとスイミン
グのミックスプログラムです。

○アクアビクス…音楽・リズムに合わせ
て一緒に楽しく水中運動。体力アップ・
運動不足の解消に最適です。

区分 子ども
高齢者 大人・親子

入会金 1,000円

年会費 1,000円

週１回（月額） 3,500円 4,000円

週２回（月額） 5,000円 6,000円

週３回（月額） 6,000円 7,000円

《料金表》《水泳教室の対象・内容》

　　曜日

 時間　　
火 水 木 金 土

10：30 スイミング らくらく
ウォーキング

ラッコ＆
あひる ジョイフル

ウォーキング

ラッコ＆
あひる

アクア＆
スイム

アクア＆
スイム

13：30 ジョイフル
ウォーキング スイミング らくらく

ウォーキング
らくらく

ウォーキング ペンギン

15：30 ペンギン ペンギン — ペンギン ペンギン

16：30 ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ

17：30
メダカ

ジュニアⅡ
メダカ

ジュニアⅡ ジュニアⅡ
ジュニアⅡ ジュニアⅡ

18：30 — いるか くじら いるか スイミング

20：00
（19：30）

アクア＆
スイム

ジョイフル
ウォーキング スイミング アクア

ビクス —

《時間割》

※（　）は冬期時間（12月〜３月）です。
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▽
申
込
期
限　

4
月
26
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
長
寿

の
郷
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
6

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
親

子
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交

換
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
季

節
の
行
事
な
ど
を
通
じ
て
親
子
と

も
に
友
達
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

く
た
め
、
月
2
回
程
度
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

通
信
費
な
ど
の
実
費

▽
定
員　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

の
み
親
子
1
0
0
組

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
、
特
に

設
定
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間　

4
月
9

日（
金
）〜
23
日（
金
）

▽
問
合
せ　

各
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

　

☎
29
－
0
0
5
3

FAX 

29
－
0
0
5
4

講
座・
講
習・
教
室

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

 

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

　

田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺
で
遊
ん
だ

り
生
き
も
の
調
査
を
し
ま
す
。昼
は

地
元
食
材
の
鍋
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

▽
日
時
・
テ
ー
マ　

毎
月
第
3
日

曜
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
参
加
費　

子
ど
も
1
0
0
円　

（
傷
害
保
険
料
な
ど
）

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

☎
23
－
7
7
5
0

出
石
高
等
学
校
地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

　

一
般
の
方
が
受
講
で
き
る
講
座

を
設
け
て
い
ま
す
。
在
校
生
と
一

緒
に
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

4
月
19
日
〜
毎
週
月
曜

日
午
後
1
時
5
分
〜
2
時
55
分

　
（
年
間
21
回
予
定
）

▽
科
目

①
美
術
概
論（
美
術

工
芸
制
作
実
習
、
鑑
賞
ほ
か
）

②
書
道
概
論（
漢
字
書
法
の
基
礎
と

実
用
書
ほ
か
）

▽
講
師

①
京
都
精
華
大
学
教
授
お
よ
び
地

元
の
芸
術
家

②
書
道
家
、
花
園
大
学
教
授
、
兵

庫
教
育
大
学
教
授
、
お
よ
び
地

元
表
具
師　

▽
受
講
料　

3
、2
4
0
円　

※
別
途
教
材
費
1
、0
0
0
円

▽
定
員　

各
5
人
程
度（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

4
月
16
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
除
く

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

出
石
高
等

学
校
事
務
室
☎
52
－
3
1
3
1

▽
集
合
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

　

館（
祥
雲
寺
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

期日 テーマ 期日 テーマ

４月18日 タンポポ探し、春
の草を食べる 10月17日 秋の田んぼでアカ

トンボ

５月16日 田んぼでオタマ、
タイコウチなど 11月21日 里山で落ち葉集め、

まき作り

６月20日 田んぼでトンボや
カエル、メダカ 12月19日 木の実やつるや木

切れで工作

７月18日 小川で魚とり １月16日 里山観察、足跡や
野鳥など、雪遊び

８月15日 里山探検 ２月20日 冬の田んぼ、アカ
ガエル調査

９月19日 あぜ道の生きもの、
イナゴやバッタ ３月20日 自然を食べる会、

ソバ打ちなど

センター名 対象
地域 対象 申込方法 申込み・問合せ

子育て総合
センター 豊岡

０〜３歳
児と保護
者

　各子育てセン
ターに備付けの
申込用紙に必要
事項を記入の上、
提出（城崎・出石・
但東はファックス
可）
※子育て総合セ

ンターは、はが
きでの申込み
可

※竹野・日高子育
てセンターは、こ
ども育成課へ
ファックスでの
申込み可

〒668–0031
大手町4–5
☎24–4604
FAX24–4740

城崎子育て
センター

城崎
（港地
区可）

乳幼児と
保護者

〒669–6101
城崎町湯島625–9
☎・FAX32-4666

竹野子育て
センター 竹野

〒669–6211
竹野町和田389–1
☎47–2030

日高子育て
センター 日高

〒669–5391
日高町祢布920
☎42–4610

出石子育て
センター 出石

〒668–0232
出石町宵田78–1
☎52–6188
FAX52–6035

但東子育て
センター 但東

〒668–0393
但東町出合150
☎21–9079
FAX54–1025
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甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

▽
日
時　

4
月
17
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ

本
舗（
祥
雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
飲
み

母
の
日
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

▽
日
時　

5
月
27
日（
木
）〜
28
日

（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
場
所　

消
防
本
部　

3
階　

会

議
室（
昭
和
町
）

▽
対
象　

消
防
法
第
8
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
、
防
火
管
理
者

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防

火
対
象
物
に
お
い
て
、
防
火
管

理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂

行
で
き
る
方
で
、
管
理
的
ま
た

は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
方

▽
受
講
料　

5
、0
0
0
円（
テ
キ

ス
ト
、
使
用
器
材
費
用
含
む
）

▽
定
員　

60
人（
先
着
順
）

▽
受
付
場
所　

消
防
本
部
予
防
課
、

各
分
署
、出
張
所
、お
よ
び
駐
在
所

▽
受
付
期
間　

4
月
12
日（
月
）〜

30
日（
金
）

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
指

導
係
☎
24
－
8
0
4
5

そ
の
他

市
の
奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
豊
岡
市
奨
学
生 

▽
対
象　

高
校
生
、
特
別
支
援
学

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室（
4
月
講
座
）

▽
日
時　

4
月
20
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石

町
水む
な

上が
い

）

▽
内
容　

春
の
草
花
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
受
講
料　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

4
月
6
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

物
付
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

4
月
16
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

校
生（
高
等
部
）、
高
等
専
門
学

校
生
、
大
学
生

▽
募
集
人
員　

15
人
程
度

▽
貸
与
資
格　

人
物
・
学
力
共
に
優

秀
で
、学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

▽
貸
与
金
額（
月
額
）

・
高
校
生　

9
、9
0
0
円

・
大
学
生　

4
4
、6
5
0
円

▽
申
込
期
間　

4
月
5
日（
月
）〜

23
日（
金
）土
・
日
曜
日
は
除
く

◆
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生 

▽
給
付
資
格　

主
た
る
生
計
維
持

者
で
あ
る
保
護
者
が
、
交
通
事

故
で
死
亡
ま
た
は
負
傷
の
た
め

著
し
い
後
遺
障
害
が
あ
っ
て
働

け
な
く
な
っ
た
方
の
子
弟
で
、

高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校（
高

等
部
）、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
大
学
に
在
学
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
4
月
1
日

以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

▽
申
込
期
間　

随
時

共
通
事
項

▽
資
格　

保
護
者
が
申
請
日
現
在
、

市
内
に
1
年
以
上
在
住
の
方

▽
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
あ
る
出
願
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
総
務

課
☎
23
－
1
1
1
7

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

▽
日
時　

4
月
17
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

中

会
議
室（
立
野
町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

▽
対
象

○
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
・
2
級
所
持
者

○
療
育
手
帳
A
判
定
所
持
者

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
豊
岡
市
実

施
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
助
成
額　

タ
ク
シ
ー
1
回
の
乗

車
に
対
し
、
4
5
0
円

▽
交
付
枚
数　

申
請
し
た
月
か
ら

当
該
年
度
分
の
利
用
券
を
一
括

交
付（
月
4
枚
交
付
、年
度
上
限

48
枚
）

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

お詫びと訂正　３月10日号、中綴じ込みの保存版｢とよおか子育て家庭応援カード事業の協賛店を紹介します｣の中の｢そば処　出石城｣の電話番号が「52-2522」とあるのは｢52-2552｣の誤りでした。お詫びし訂正します。



広報とよおか　2010.3.2537
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

通
院
の
方
に
は
月
13
枚
交
付（
年

度
上
限
1
5
6
枚
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
手
帳
と
印
鑑（
代
理
申
請
可
）

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
変
更

の
お
知
ら
せ

　

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度

を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
地
区
」は
、

事
業
の
一
部
を
変
更（
第
1
回
）す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
計
画
書
は
建
設
課
、

健
康
増
進
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
主
な
変
更
内
容　

事
業
費
の
変

更
、
市
道
立
野
大
磯
線
の
法
線

一
部
変
更

▽
問
合
せ　

建
設
課

　

☎
23
－
1
1
1
5
ま
た
は
健
康

増
進
課
☎
24
－
1
1
2
7

家
庭
ご
み
収
集
運
搬
委
託
業
者

を
4
月
か
ら
変
更
し
ま
す

・
日
高
地
域
…（
株
）ニ
ッ
ト
ー

・
但
東
地
域
…（
有
）あ
り
こ
サ
ー

ビ
ス

※
豊
岡
、
城
崎
、
竹
野
、
出
石
地

域
は
、
変
更
な
し

　

ご
み
は「
決
め
ら
れ
た
収
集
日
」

の「
午
前
8
時
」ま
で
に「
決
め
ら
れ

た
場
所
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

豊
岡
市
福
祉
金
を
振
り
込
み
ま
し
た

　

豊
岡
市
福
祉
金
の
平
成
22
年
度

後
期
支
払
い
分（
10
月
〜
3
月
分
）

を
3
月
25
日（
木
）に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
し
た
。

▽
対
象　

市
内
に
1
年
以
上
在
住

の
次
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所
持
者

・
療
育
手
帳
A
判
定
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者

▽
支
給
額　

月
額
2
、0
0
0
円

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

4
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
4
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

診療日 担当医師・
住所

4日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

11日
（日）

國屋正史
（養父市）

18日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時

ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
あ
な
た
の

自
転
車
を
守
り
ま
す
!!

　

昨
年
、市
内
で
発
生
し
た
1
5
3

件
の
自
転
車
盗
難
被
害
の
う
ち
、

1
3
5
件
が
無
施
錠
で
し
た
。

▽
自
転
車
盗
難
の
傾
向

・
大
型
店
舗
駐
輪
場
や
駅
周
辺
で

多
く
が
発
生

・
駅
周
辺
で
の
被
害
自
転
車
が
大

型
量
販
店
周
辺
で
発
見
さ
れ
る
、

ま
た
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
も
多
い

▽
自
転
車
盗
難
対
策

・
付
属
の
鍵
だ
け
で
な
く
、
補
助

錠
を
活
用
す
る
な
ど
、ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
駐
輪
場
で
は
人
目
に
付
き
や
す

い
場
所
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21
－
9
0
0
1

平成22年 豊岡市区長連合会
役員が決まりました

役職 氏　名 出身地域（地区）
会長 日下部昌男 豊岡（市街地）

副会長

吉田　勲 日高（日高）
田中秀樹 城崎（城崎）
安田重雄 竹野（竹野）
川﨑幹夫 出石（室埴）
京極玄

もと

之
ゆき

但東（資母）
会計 平尾正保 豊岡（神美）

監事 菅村和弘 日高（国府）
小畑宏明 出石（弘道）

理事

尾畑冨久雄 豊岡（八条）
高木　務 豊岡（市街地）
村田正次 豊岡（田鶴野）
森田　進 豊岡（三江）
白谷光利 豊岡（五荘）
岡　　正 豊岡（新田）
河口　清 豊岡（中筋）
脇　　茂 豊岡（港）
岡谷正一 豊岡（奈佐）
川崎　登 城崎（城崎）
杉本　章 竹野（竹野南）
木瀬史

ひと

司
し

竹野（中竹野）

田中重
しげ

海
み

日高（八代）

國
くに

谷
や

　寛 日高（三方）
岡森和清 日高（清滝）
井上正治 日高（西気）

神
かみ

谷
や

松治郎 出石（弘道）
山内竹介 出石（小野）
一
いっ

鷓
しゃ

晴男 但東（合橋）
西垣勝美 但東（高橋）

《問合せ》総務課行政係☎23-1116
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3日（月・祝）

11日（火）

23日（日）

30日（日）

20日（火）・27日（火）

23日（金）・24日（土）

30日（金）

下旬

1日（日）・2日（月）

1日（日）

4日（水）

中旬

29日（日）

4日（日）

9日（金）～21日（水）

11日（日）

18日（日）

23日（金）・24日（土）

24日（土）

29日（木・祝）

18日（土）

26日（日）

下旬

豊岡のエ
エとこ 盛

りだくさ
ん！

どこに出掛けよう
？

とよおか
どこに出掛けよう

？

イベ  ント
歳時記

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

上半期

5日（土）

6日（日）

12日（土）

下旬
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2
月

中旬

18日（金）～20日（日）

下旬～

上旬

16日（水）

27日（日）

10日（日）

11日（月・祝）

14日（木）・15日（金）

10月30日（土）～11月3日（水・祝）

下旬

22日（水）

3日（水・祝）

7日（日）

14日（日）

23日（火・祝）

下旬

上旬

9日（日）

10日（月・祝）

下旬

3
月

12
月

1
月

とよおか

10
月

11
月

平成22年度

イベ  ント
下半期



　＜お知らせ＞
　本館の「いっしょにおはなし会」（対象：３歳前後）、「おはなしのゆりかご」(対象：０～２歳)は、開
催日が木曜日から水曜日に変わります。お子さんと一緒に参加ください。

今月の本
＜ 一 般 ＞

恋日
びより

和 あなたと読みたい詩の本
水内喜久雄　編
（ＰＨＰエディターズ・グループ）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　暖かい春の光の下、きらきら輝く
詩のことばを。

＜ 児 童 ＞
さくら
長谷川摂子／文・矢

や

間
ざま

芳子／絵・構成
（福音館書店）

　満開のソメイヨシノ。花が散って
から再び咲くまでの１年間を、丁寧
に、生き生きと描写。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

4月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

4月の行事予定
日 曜日 時間 場所 行　事　名
1 木
2 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
3 土
4 日
5 月
6 火 （休館日）

10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
7 水 出石 えほんのとびら

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　
8 木
9 金

10 土

10：10～ 本館 土曜としょかん

10：30～

城崎 おはなしのこべや

竹野 テーマであそぼ !｢ あっちもこっちもお花
でいっぱい !｣

日高 絵本からのおくりもの
11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
14：00～ 本館 図書館児童ボランティア養成講座①

11 日
12 月
13 火 （休館日）
14 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
15 木
16 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
17 土

18 日 13：20～ 本館 第 1回古文書講座（初級）
15：00～ 第 1回古文書講座（中級）

19 月
20 火 （休館日）
21 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
22 木
23 金

24 土

10：30～

竹野 土曜おはなしのへや
日高 絵本からのおくりもの
出石 おはなし会
但東 おはなしのもり

14：00～ 本館 おはなし会
本館 図書館児童ボランティア養成講座②

15：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ
25 日 10：30～ 日高 おはなし会
26 月
27 火 （休館日）
28 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
29 木･祝（休館日）
30 金 （休館日）
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4月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

おやこっこ運動遊び
日　時 19日（月）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組（先着順）
内　容 運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込期間 ５日（月）～16日（金）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター１階）日・月曜日休館

お花見散歩
日　時 ７日（水）午前10時～11時30分
場　所 出合公園付近（赤ちゃんはベビーカー持参）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩、戸外遊び
持ち物 お茶、敷き物

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ５日（月）、22日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 26日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 13日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の童謡やアニメソング、歌謡曲を親子で歌おう！

絵本の読み聞かせ
日　時 22日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 22日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ～予防接種、何をどう受ける～

子育てミニ講話

日　時 ８日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び

なかよし広場
日　時 15日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

お花見遠足
日　時 20日（火）午前10時～正午
場　所 竹野健康福祉センター付近
対　象 乳幼児と保護者

内　容 お弁当を持って春を見つけに行きましょう（ベビーカー参加可）
持ち物 お弁当、お茶、おしぼり、レジャーシート

日　時 ４日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 21日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本と製作を楽しみましょう

パパと遊ぼうＤ
　 デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野健康福祉センター）土・日曜日休館

パパとあそぼうデー｢おたのしみ会｣（児童館合同）
日　時 ３日（土）午前10時～午後１時
対　象 乳幼児と保護者　12組
内　容 簡単なゲーム（輪投げ、ポケネット、ピンボーリング）　昼食あり
その他 参加費１組200円（昼食代）、申込期限：１日（木）

わらべうた＆製作
日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべ歌遊びと「こいのぼり」製作

遊ぼう会
日　時 14日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 こいのぼりを作ろう

子そだち＆親そだち講座
日　時 16日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育　15人まで）
内　容“今の私はどんなこころ”
申込期間 ５日（月）～14日（水）

パパと遊ぼうデー
日　時 24日（土）午前10時30分～11時20分
対　象 乳幼児と父親（母親、きょうだいの参加可）
内　容 親子遊び、パネルシアター

おたすけサロン
日　時 21日（水）午前10時～11時30分
対　象 子育て中の保護者

内　容 子育ての情報提供を兼ねたサロンです。どなたでも
お越しください。おしゃべり目的の参加も大歓迎！

スタッフ お助け隊（子育て中の保護者…情報をたくさん持ってます）

おはなし広場
日　時 ３日（土）、10日（土）、17日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

親子でパーカッション
日　時 27日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 歌ったり、踊ったり、親子で楽しく遊びましょう！
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

〒668-0031　大手町4-5

　４月18日（日）
　 開演18：30
　（開場18：00）
◇出演団体　ドルチェフィオーレ、出石少年少女合

唱団、赤とんぼの会、トマトコーラス、
女声合唱団カモミール、出石カトレア
コーラス、出石混声合唱団

◇入場料　全席自由席500円
◇チケット発売中

■ひぼこホール開館16周年記念
メモリアルコンサート

　ひぼこホールの開館
16周年を記念して、メ
モリアルコンサートを
開催します。ぜひ、お
楽しみください。

出石文化会館ひぼこホール（出石町水上）
☎52−6222  FAX 53−2131

■伊藤清永生誕100年展準備
ボランティアサポーター募集！

　平成23年には、画家の伊藤清永さん（出石町下谷
出身）が生誕100年を迎えます。それを記念し、地
域の皆さんと共に｢伊藤清永生誕100年の展覧会｣を
作り上げていきたいと考えています。開催準備のサ
ポーターを募集しますので、ぜひ､ 協力ください。
◇活動期間　５月１日（土）〜平成23年３月31日（木）
　隔週で１回程度（月２回）
◇活動場所　伊藤清永美術館ほか
◇対　象　どなたでも
◇活動内容
①文献購読（伊藤画伯の文章・漢文

などの現代語訳や英語の和訳など）
②写真整理（伊藤画伯の関係写真な

どの整理や調査のほか、展示す
る写真の選択など）

③明治期の資料（パネル作成のため、伊藤画伯の誕
生からの出石の様子を写真や文献で研究）

◇定　員　いずれも３人（先着順）
◇申込方法　電話またはファックスで申し込みくだ

さい。
◇申込期限　４月20日（火）
◇その他　活動は無償となりますが事務用品など必

要なものは当館で準備します。詳細は、問い合わ
せください。

■第67回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽を楽しんで
いただけるサロンコンサートで
す。毎月１回程度開催しています
ので、気軽にお立ち寄りください。
　４月18日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　アコーディオン同好“但丹のつどい”
◇内　容　アコーディオン演奏
◇曲　目　さくらさくら､愛の賛歌､ともしびほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

◇開催日　７月４日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇対　象　豊岡市とその周辺地

域で、社会人を中心とした音楽
活動をしている団体（ただし、フォーク系音楽で
生演奏に限ります）

◇募集組数　５組程度（応募者多数の場合は抽選）
◇申込方法　所定用紙またははがきに必要事項を記入

の上、市民プラザ窓口、郵送、またはファックスで
申し込みください。

◇申込期限　４月30日（金）必着
◇その他　出演時間は１団体につき20分を予定していま

す。また、プロのミュージシャンの出演も予定しています。

■｢第３回フォークまつり｣出場者募集！
　社会人を中心に活動されてい
る音楽グループの方、ステージ
で弾き語りしませんか。ステー
ジでは、あなたはスター。聴衆
との一体感を味わってください。

　５月29日（土）　 　
　 開演18：30（開場18：00）
◇入場料　指定席3,500円､自由席3,000円､高校生以

下2,000円（当日券は各500円増）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、５月21日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■歌舞劇ロマン｢カンアミ伝｣
　｢田

でん
楽
がく

｣と｢猿
さる

楽
がく

｣の要素
を統合し、その上滑

こっ
稽
けい

な
物まねなども含めた民族
芸能｢能

のう
楽
がく

｣を作り上げた
｢観

かん
阿
あ

弥
み

｣。その観阿弥の
生きざまを舞台化した作
品です。

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館)

伊藤清永美術館（出石町内町）
☎52−5456  FAX 53−2088 （水曜日休館）

■平成22年度伊藤清永美術館友の会会員募集！
◇年会費　1,000円
◇有効期限　平成23年３月31日（木）
◇活動内容　京都や神戸などの美術鑑賞の旅（日帰

り年２回）やミュージアムコンサートの開催、企
画展のミュージアムトークの参加など

◇申込方法　所定用紙に必要事項を記入の上、年会費
を添えて、同館または文化振興課で申し込みください。

伊藤清永さん
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平成22年３月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,512人 （－37人）

男　性   42,821人 （＋10人）

女　性   46,691人 （－47人）

世帯数   32,196世帯（－33世帯）

4月の主な行事
APRIL

平成22年

₁₆（金）

₁₇（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）鬼子母神大祭〔法華寺（但東町赤花）、～18日〕

₁₈（日）第１回木の子の教室（9：00～竹野南森林公園）田んぼの学校（9：30～コウノトリ文化館周辺）
出石そば喰い大会（11：00～出石総合支所前広場）
第67回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）
ひぼこホール開館16周年記念メモリアルコンサート

（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

₁₉（月）

₂₀（火）お花見遠足（10：00～竹野健康福祉センター付近）おたすけサロン（10：30～子育て総合センター）

₂₁（水）絵本の読み聞かせ＆折り紙（10：00～但東子育てセンター）
わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）

₂₂（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₃（金）城崎温泉まつり（城崎温泉街、～24日）

₂₄（土）パパとあそぼうデー（10：30～子育て総合センター）
第2回神鍋高原水仙まつり＆ジャズコンサ
ート（14：00～道の駅｢神鍋高原｣）
美術館のスプリングコンサート

（19：00～伊藤清永美術館）

₂₅（日）狗
く

留
る

尊
そん

仏
ぶつ

まつり（10：00～竹野町床瀬）
第１回モンゴル博物館フェスティバル～音楽
で旅するモンゴル～

（11：00～日本・モンゴル民族博物館）

₂₆（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₇（火）コウノトリ文化館企画展「2009コウノトリ写真コンクール入賞作品展」
（コウノトリ文化館、～5月23日）

親子でパーカッション
（10：00～竹野健康福祉センター）

₂₈（水）

₂₉（木）昭和の日
神鍋溶岩流健康ノルディックウォーク

（9：00～清滝地区公民館）
清滝溶岩流まつり（9：30～清滝地区公民館）

₃₀（金）

₁（木）出石さくらまつり（18：00～出石城跡、～下旬）湯の原温泉オートキャンプ場営業開始
（日高町羽尻、～12月20日）

第３回特別展｢−聖武天皇理想の都−紫
し

香
が

楽
らき

宮
のみや

｣（但馬国府・国分寺館、～5月25日）
植村直己冒険館特別展示（植村直己冒険館）
　・｢植村直己を支えた人たち｣（～5月31日）
　・｢あるじなきゴンドラが引き継いだ夢
の奇跡｣（～5月31日）

₂（金）

₃（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₄（日）豊岡市日高消防団消防出初式（9：00～日高総合支所前駐車場）
大師山さくらまつり（9：00～大師山自然公園）
豊岡の春まつり＆豊岡菓子フェスタ

（10：00～市役所前駐車場）
第８回城崎温泉流しびな（10：30～城崎温泉街）
パパと遊ぼうＤ

デー

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

₅（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₆（火）

₇（水）お花見散歩（10：00～出合公園付近）

₈（木）第50回企画展｢モンゴルの野生動物たち｣（9：30～日本･モンゴル民族博物館、～8月31日）
絵本の読み聞かせの会

（10：30～日高子育てセンター）

₉（金）たんとうチューリップまつり〔畑山チューリップ畑（但東町畑山）、～21日〕

₁₀（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₁₁（日）清滝桜まつり（10：00～清滝地区公民館）
桜づつみ観

かん
桜
おう
会
え
（11：00～国府ふれあい公園）

₁₂（月）

₁₃（火）わいわいコーラス（10：00～竹野健康福祉センター）

₁₄（水）こいのぼり製作（10：30～城崎子育てセンター）
松岡御

おとう

柱まつり（18：30～日高町松岡）

₁₅（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
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す
。
新
規
事
業

も
い
っ
ぱ
い
の
予
算
案
の
特
集
号
。
市

広
報
紙
も
新
し
く
紙
面
割
を
検
討
中
で
、

こ
の
ひ
と
り
ご
と
は
順
番
の
１
人
に
な

り
、
広
告
ペ
ー
ジ
を
拡
大
予
定
で
す
。

誰
が
登
場
す
る
の
か
お
楽
し
み
に
！ 

Ⓨ

▼
3
月
と
い
え
ば｢

卒
業｣

。
保
育
園

か
ら
幼
・
小
・
中
・
高
・
大
学
、
そ
し

て
退
職
な
ど
、そ
こ
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

別
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
出
発
点
。
新
た
な

出
会
い
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
Ⓜ
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　四天王は持
じ

国
こく

天
てん

、増
ぞう

長
ちょう

天
てん

、広
こう

目
もく

天
てん

、多
た

聞
もん

天
てん

の4像からなり、それぞれ邪
じゃ

鬼
き

（天
あまのじゃく

邪鬼）を踏んで須
しゅ

弥
み

壇
だん

の四
隅、東、南、西、北を守るとされています。薬

やく

師
し

如
にょ

来
らい

は人間の病苦を癒し、内面の苦悩を除くとされてお
り、右手は施

せ

無
む

畏
い

印
いん

を結び、左手に薬
や っ こ

壺を持っています。これらのほかにも美術工芸品として優れた仏
像が多数指定されており、またそれぞれが信仰の対象として大切にされ、長い歴史を刻んできました。像が多数指定されており、またそれぞれが信仰の対象として大切にされ、長い歴史を刻んできました。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

木
も く

造
ぞ う

四
し

天
て ん

王
の う

立
りゅう

像
ぞ う

（国指定）清冷寺・東楽寺
木
も く

造
ぞ う

四
し

天
て ん

王
の う

立
りゅう

像
ぞ う

（県指定）城崎町湯島・温泉寺

木
も く

造
ぞ う

薬
や く

師
し

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

（県指定）但東町栗尾・松
しょう

禅
ぜん

寺
じ

歴史 探訪
～文化財を巡る～❾

「美術工芸品（彫刻）」（その４）

木
も く

造
ぞ う

薬
や く

師
し

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

（県指定）出石町袴
はか

狭
ざ

・邪鬼（天邪鬼）

・須弥壇

・施無畏印

・結跏趺坐

語句の解説

　寺院などによっては、拝観できない場合もあります。


